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現在 、市 中で使用 されている銀行ATMで は液晶パ ネルが使用 されているために、視覚に障害がある人々

は自力で現金 を引 き出 した り、預 け入 れた りす るこ とがで きない。 この現状 を安価 な方法 で改善す る目的

で、触覚絵記号 を考 案 し、ATM機 の液晶画面 の フレームに配置 され た触覚絵記号 のガイ ドに よって、液

晶画面 を正 しくタッチす るこ とがで きるバ リアフ リーATMを 開発 した。絵 記号 の配置、絵 記号の使 用方

法、操作手順操 作結果 のフィー ドバ ックな どは、音声情報 と して提供 された。本研 究では、全盲や弱視者

の協力 を得 て、 このバ リアフリーATM使 用 に よる 「引 出」 「金額訂正」「取消」等の取引操作の評価 が行

われ た。

以前 にATMの 使用経験の皆無 な先天盲 において も、最 も操作 手続 の複雑な 「引出」 を平均 約2分 半以

内で完了す ることがで きた。2回 、3回 と使用 し、操作 に慣 れて くれば、操作時間は大幅 に短縮す ること

が期待 で き、本 機は充分実用 に耐 え うる機器 である と確信 された。視覚 に障害 のある評価 実験協 力者 の、

この触覚絵記号方式 に対す る反応 は概 ね好意 的で、「絵記号 を覚 えるのは簡単」 「一人で出来 るってい うの

が良いですね」 「こうい うATMが あった ら使 いたい」な どの反響が得 られた。

序

街 角 や駅 舎 で眼 の不 自由 な人 とす れ違 うこ と

は あ るの に、金融 機 関 のATM(AutomaticTeller

Machine:現 金 自動預 け払 い機i)の 前 で 見 か け
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たことは無い。筆者 らの研究 に協力いただいて

いる盲人の方々に尋ねたところ、ほとんどの人

が金融機関を利用 していたが、入金 ・出金等の

ため に自力 でATMを 利 用 している人は皆無で

あった。大半は窓口を利用 し、他 の数人は行員

に暗証番 号 を告 げ てATM操 作 を代行 して も

らってい るとい うことであ った。ATMが ボタン

式であった当時は自力で利用す ることもあった

とい う人が2名 ない し3名 、現在 で もご くたま

に郵便局のボ タン式ATMを 利用す ると答 えた

のはその中のわずか1名 であ った。このように

利用率の低い第一の理由は、「家族 、知人、行員

一104-一



などに暗証番号 を告げて代行 してもらわな くて

はな らない」、「他 の人 に収支を知 られて しまう」

など、プライバ シーを守ることがで きないこと

である。他 人に迷惑 をかけた くない とい う遠慮

も、もう一つの理由である。代行 して もらう迷

惑 もある し、自力で操作することでマ シンを長

い時間占有 し後列の人々に迷惑 をかけて しまう

だろうとい う不安 もある。そう思 うと焦 って し

まうので、使 うこ とを断念 して しまうとい うこ

とであった。

金融機関での取引の一部にCDやATMな どの

自動機械が導入 され急速 に普及 したことは、私

たち顧客の側か ら考えただけで も、取引時 間の

短縮、取引可能時間の延長 など多 くの メリッ ト

をもたらした。が、反面、高齢者 をは じめ、一

部の人々に緊張 と困難 を強いることになった こ

とも事実である。やがて、これ らの機器がボ タ

ン式か ら液晶パ ネル式へ と切 り替えられたこと

によ り、上述 したように視覚障害者 にとっては

その利用が絶望的になった。視覚障害者 に対す

るバ リアが一つ作 られる結果になって しまった

のである。 もっとも、金融機関の場合には窓ロ

サービスはかつて と変わ りな く提供 されている

ので、各自のニーズで自動機械 の利用 を選択 し

ない 自由も残 されている。 しか し、提供 された

便利な生活用具を利用 したいのに利用で きない

と感 じる人々がいる以上、それはバ リアフリー

の理念 に反す ると言わ ざるをえない。バ リアフ

リーであるためには、利用者が抱える様 々な行

動上の制約 を理解 し、それ に対応する必 要があ

る。そのためには提供 され る環境 や環境 内の物

が多種の情報や機能を備えていて、利用者の要

求に応答する形で情報が選択 的に提供 される必

要がある。

視覚障害者 の機器操作 の手がか りとして、点

字案 内を用いるの も一つのや り方 ではあ るが、

しか し、わが国における視覚障害者約30万 人の

うち、点字の読み書 きがで きる者 はその10%

に も満たない。また超高齢社会を迎えた日本 に

おいて、高齢 になってか ら中途失明 し視覚障害

触 覚絵 記号 と音声 ガイ ドを備 えたバ リア フリーATMの 評価

者 となる事例が増 える傾向にあ り、この ような

中途失明者が実用的に使 える程度 にまで点字を

習得するこ とはかな り難 しいのが実情 であ る。

従って、点字案内のみでは、多 くの視覚障害者

が機器操作 を行 うことは難 しいのであ る。また、

残存視力 を用 いることがで きる低視力者 におい

て も、その見 え方は千差万別であ り、全ての人

を満足 させるような表示方法 を見つけることは

難 しい。

そ こで、われわれは、現行のATMの もつバ

リアを除去す る目的で、入金や出金 といった取

引 に使用 され る用語 を文字情報 と併せ て簡単な

絵記号で表現する とい う方式 を考案 し、触覚絵

記号 と音声ガイ ドを備えた視覚障害者対応ATM

を開発 した(高 橋 ・和氣ほか、1996;和 氣 ・和

氣ほか、1997;H.Wakeet.al,2000;野 中 ・和氣

ほか、2000)。液晶画面の周囲に配置 された絵記

号 を触覚 で認識 し、必要な絵記号(例 えば出金)

か ら指 を液晶画面に向かってスライ ドして押下

すると、目的のアイコンにタッチす ることがで

き、目的の取引操作 を誤 りな く実行することが

可能 になる。機器 に装着する絵記号の決定にあ

たっては、触覚 で認識で きる簡単 な図形である

こ と、「入金(預 入)」 「出金(引 出)」 「通帳」な

ど、取引 に必要

な用 具 や操作

を イ メー ジす

る こ とが 容 易

な形状 で あ る

こと、他の場面

で 一般 的 に使

用 す るマ ー ク

と重 複 しない

こ とな ど を念

頭 にお き、入念

な実 験 に よっ

て決 定 され た

(Figure1)(高

橋 ・禾口氣oまカ、、

1996)。 この方Rgure1

触覚絵記号 意 味 触覚絵記号 慧 味

i
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●
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式 による と、異なる複数の メーカーの既存の機

械 に安価 なコス トで機能 を付加す るだけで、盲

人や低視力の人々、高齢者および文字文化の異

なる外国人な ど、多 くの人々が共通 に利用で き

る機器に改良す ることがで きる。

目 的

本研究 は、開発 された 「触覚絵記号 と音声ガ

イ ドを搭載 したバ リアフリーATM」 の使用評価

を目的 として行 われた。視覚障害者 に機器 を利

用 して もらい、取引完了に要する操作時間、誤

操作の質 と量 を分析す る。あわせて、機器の使

い心地、本機器 に対する好悪等の印象 ・要望 な

どを聴取 し、多角的 に本機器 の評価 を行 う。 ま

た、画面 タッチ を必要 としないハ ン ドフォン操

作 との比較、通常画面 と触覚絵記号対応画面 と

の比較についても分析 を行 う。

方 法

実験条件

使用ATM機

Figure2は

1'醗癖華瞬轡 評価実験に使用

された沖電気製

m°�. ._.

面 の 周 囲 の フ

1麟iレ ーム上に凸状

の触覚絵 記号 が

配 置 さ れ て お

り、所 定 の絵記

号か ら画面 に向

か って指 を滑 り

落 とす と、正 し
'

驚 い ア イ コ ン に

タ ッチす る こと

Figure2が で きる仕様 に

なっている。他 に、ハ ン ドフォンがセ ッ トされ

てお り、触覚絵記号 を使用せず、音声 ガイ ドと

点キー操作のみで、取引 を行 うこともで きる。

触覚絵記号 について

本実験 で使用 されたATMに は、Figure3の 絵

記号 の一部が搭載 された(絵 記号については平

野 ・三樹 ほか、2001参 照)。

操作課題の選択

ATM利 用者が最 も良 く行 う取引は 「引出」で

ある。また、引出は、媒体(カ ー ド・通帳な ど)

の挿入、受領口か らの受取、キー入力 と、一般

的な顧客操作が多 く含 まれている。以上の理由

か ら、本評価実験では 「引出取引」操作 につい

て評価が行われた。操作方式 は触覚絵記号 と音

声を手掛か りに しなが らタッチパ ネルをタッチ

する触覚絵記号方式 と、画面 タッチをせずハ ン

ドフォンのみによって操作するハ ン ドフォン方

式の2通 りである。比較のため、弱視、晴眼者

については通常画面での出金操作 も加えられた。

触覚絵記号方式では以下の4種 、ハ ン ドフォン

では3種 の入力方法で操作が行われた。

(1)000入 力:万 単位 の金額入力 をを0000、

千単位 を000で 入力

(2)万 千入力:万 や千の単位記号 を使 って入

力(触 覚絵記号方式でのみ)

(3)金 額訂正:金 額 を誤入力、訂正 アイコン

をタッチ して金額 を再入力

記号 意味 記号 意味

十
預け入れ

預金が増えていく v
拡張(上 記以外の取引に

使用)

上 に拡張していく

0

引き出 し

預金が減って いく X
取消

全てやめる

残高照会

預入と引出の結果 s
訂正

丸 とバツの 中間

口
通帳記入

通帳の形 ○
確認

確認 してOK

一 〉
振り込み

自分から他人の口座へお

金が移動

・

万

万円札の識別マーク

つ
振 り替え

自分の ロ座か ら別の自分

の口座へ移動

o
千

千円札の識別マーク

Figure3
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(4)取 消:引 出を暗証番号入力後 に、取消 ア

イコンをタッチ して取消

各操作方式 および取引課題 における操作手

順 と操作項 目数はTablelに 示 されている。Table

2の 実験計画 に従 い、全盲の半数は始めに触覚

絵記号方式 、後 にハ ン ドフォン方式の順、残 る

半数は逆 に始めにハ ン ドフォン方式、後に触覚

絵記号方式の順 で評価が行われた。

手続き

評価実験は以下の手順で行われた。

評価実験主旨理解の徹底 と同意書

被験者入室後 、先ず 、用意 され た 「評価実験

参加 同意書」(Table3)に 基づ き、被験者は評価

実験の主 旨お よび若干の留意事項 についての説

明を受け、本評価実験 の主 旨等が充分 に理解 さ

れたこ とが確認 された後、参加同意書 に署名 ・

捺 印を求められた。

評価実験

「引出操作」の フローチャー トをFigure4に 示

す。被験者はATMの 後方2メ ー トルのス ター

準備:実 験内容提示、媒体を濃す

記号方式用媒体
模撫カー ド・模擬通帳 ・イヤホン

電話方式用媒体
模擬カード

(実 験はじめ)
1

1ATMま で歩み寄るl

NQ電 話方 式取弓0
記号方式取引

Yes

lモ ー ド囎 エリアを押すl
l

1イ ヤホ・を挿す 目 受話椛 取るl
lI

1・ 引き出し・を押す 口r1(弓1き 出し)」 を押引
Il

1カ ードを入れるll炉 ドを入れる1
1

1購 を入れる1
1

1暗 証番号を押すll暗 証翻 を押す1
■1

1引 き出し金額を押すll引 き出し金額を押す1
Il

1引き出し金額を鞭 して漉 を紳1弓1き 出し錨 を艘 して#を圃
曜1

】 か ドを受け取る11か ドを受け取る1
lI

1魏 綬 け取る11融 艘 け取る1
1

1通 帳を受け取る1

r

(お わ・)

Figure4引 出 操 作 の フ ロ ー チ ャ ー ト

触覚絵記号 と音声 ガイ ドを備 えたバ リアフ リーATMの 評価

ト地点に導かれ、「では、お願い します」の合図

でATMの 前 に進み、所定 の操作 を行 う。触覚

絵記号方式およびハ ン ドフォン方式 ごとに、そ

れぞれの評価 に先立 ち、 まずATMの 前で使用

説 明が行われ、各1回 の練習試行が行 われた。

触覚絵記号方式 についての被験者 に対する操作

説明はTable4の 通 りである。画面上の手前 に軽

くタ ッチすると、「い らっ しゃいませ ・… 」

と音声案内が始ま り、機器は触覚絵記号方式に

切 り替 わ る,,画 面 タ ッチ有 効 で あ る こ とは

「ピッ」とい う電子音で知 らされる。それ を合図

に右 側面 の イヤ フ ォン挿 入 口 に イヤ フ ォ ン

ジャックを挿入す ると以後、音声は外部には も

Figure5イ ヤ フ ォ ン 挿 入 口

Figure6イ ヤ フ ォ ン ジ ャ ッ ク を 挿 入
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れずイヤフォンか ら聞こえる(Figure5、Figure

6)。 カー ド挿入および取 り出 しの様子はFigure

7、通帳挿入お よび取 り出 しの様子 はFigure8に

示 されてい る。Figure9は 画面手前の数字記号

を触 覚で確認 し、触 覚記号 か ら手 を画面 に向

かって滑 らせて、暗証番号 を タッチ している と

ころである。ハ ン ドフ ォン方式についての操作

説明はTable5の 通 りである。ス ター トから引出

操作完了 まで、各操作項 目ごとに経過時間が記

録 された。操作時の行動特徴 は、実験補佐員 に

よって予 め用意 された行動記録表 に記録 され、

同時にビデオで録画 された。

聞 き取 り調査

評価実験後に、被験者 は着席 を求め られ、聞

き取 り調査が行 われた。調査内容は次 の2種 、

視覚歴 ・生活形態等 と、ATMの 使 い心地等 に関

する使用後評価である。使用後の評価項 目は画

面変換 ・イヤフォン挿入 などの初期操作 、触覚

絵記号 、音声 関係、両方式の有効性 、全体仕様 、

その他 である。聞 き取 り調査 、特 に使用後評価

については極力、被験者の 自主的な発言 を尊重

す ることとしたが、 自主的発言 を誘発す る目的

で 、予 め聞 き取 り項 目を記載 した評価記録 紙

(Table6-1、Table6-2)が 用意 され、それ に基づ

いて補足質問 をし、発言内容が記録 された。聞

き取 り調査の内容 は被験者の同意を得 て、テー

プレコー ダで録音 された。

以上、評価実験 の全所要時間は、1名 につ

き約2時 間を要 した。

評価実験協力者:全 盲19名 、弱視4名 、比

較 として晴眼者6名 。

全盲総数19名 、その病歴 、視覚歴、ATM

等の使用経験 などはTable7に 示 されている。19

名中の14名 は光覚ゼロの全盲で、その内訳 は男

性 が11名 、女性が3名 である。男性ll名 中、

先天盲は4名 、残る7名 は後天盲。女性3名 は

後天盲。19名 中の残 る5名 は、多少 とも残存視

覚のある者であ るが、その うち先天盲女性1名

は単眼のみ光覚有 り。他の4名 は後天盲で、 う

ち女性2名 、男性1名 は最大視力が指数弁、女

Figure7カ ー ドの 挿 入 、 受 取

Figure8通 帳 の 挿 入 、 受 取

Figure9暗 唱 番 号 の タ ッ チ
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性1名 は周辺視のみの弱視である。 しか し、い

ずれ も現在 、日常生活 を主 と して視覚以外に依

存 してい る。全盲者の年齢 は33才 か ら65才 、平

均年齢47歳 である。

弱視総数4名 のうち男性 は1名 、残 る3名 は

女性。年齢 は35歳 から40歳 で、平均年齢40.5

歳である。いずれ もルーペ、拡大読書器等 を使

用 して文字情報 を受容 している。Table8に 示す

通 り、金融機関を月数回利用するが、タッチパ

ネルについては、画面に顔 を近づけたために誤

作動が起 こって しまった等の失敗経験が あ り、

不便 を感 じている。

比較対照群 として晴眼者男性2名 、女性4名 。

年齢20歳 から50歳 の成人である。

評価期間:平 成12年2月 か ら3月

評価場所:沖 電気本社及び虎 ノ門シ ョールー

ム

結 果

結果の分析

結果 は下記の点について分析 され、記述考察

された。

引出操作所要時間の分析

・スター トか ら取引完了 までの総所要時間

・操作項 目ごとの所要時間

誤動作 および誤動作の質 と量の分析

・ 評価者 自身の ミス タッチによる誤動作

・ 評価者が意図 しない動作 を含む機器 の誤

作動

行動特徴の分析

各操作方式 についての聞 き取 り調査内容の分析

触覚絵記号 と音声 ガイ ドを備えたバ リアフ リーATMの 評価

触覚絵記号方 式 に よる所 要時 間のデー タは

Table9か らTable13に 纏 め られている。Table9-

-1か らTable9-4は 全盲、Table10は 弱視 の操作

項 目別個人デー タである。Tablellで は、全盲

と弱視のデータを取 引課題 ごとに纏め直 し、そ

れぞれの被験者群 の平均値 と標準偏差(STD)

が算出 された。Tablel2は 触覚絵記号方式での

弱視(閉 眼)、 晴眼(開 眼 ・閉眼)、 晴眼(高 齢

者 シュ ミレー ション)の データである。以上の

結果 をまとめて、Tablel3に は各取引課題別に

全被験者群の操作項 目別平均所要時間を一覧 し

た。

Figure10に 万千入力による1操 作項 目あた り

の各被験者群の平均所要時 間を示す。ATM使 用

経験の豊富な晴眼者の所 要時間は、どの操作項

目においても顕著に短 く、これ を基準に他の被

験者群の所 要時間を比較解析する。同一の晴眼

者が閉眼 した場合には、イヤフォン挿入、引出

選択、暗証番号 入力、金額入力においては他の

被験者群 よ りも多 く操作時間がかかっている。

日頃、視覚 に全面的に依存 して生活 している晴

眼者が中途失明などによって視覚 を使 うことが

で きな くなった場合 に、いかに大 きな支障を被

るか を推 し量 ることがで きる。 これに対 し、弱

視者が閉眼 して行 った操作時間は開眼 した場合

よりも、差 は僅 かではあ るが、 どの操作項 目に

おいて も多 くの時間 を要 している。視力が低い

とはいえ、視覚 を利用で きることが、いかに操

作 を有利 にするかが分 かる。ATMを ほとんど又

は全 く利用 したことのない全盲は取引選択 まで

・画面 モー ド変換

・触覚絵記号

・触覚絵記号 ガイ ドの有効性

・ハ ン ドフォンの有効性

・音声関係

・仕様全体

・総合評価 、操作方式 の好悪

各操作項 目ごとの所要時間の分析
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の初期操作、特 にスター トか ら最初の画面 タッ

チで、他の被験 者群 よ りも顕著 に多 くの時間を

要 した。そのため に、1操 作項 目あた りの平均

所 要時間は、開眼弱視は開眼晴眼者の約L8倍

であるのに対 し、全盲は約2.3倍 である。高齢

者 シ ミュレーシ ョンの所 要時間は開眼晴眼者 と

大差 ないが 、それ は、 この評価 実験 で は特殊

な ゴー グル を装着 して老人性 白内障 をシ ミュ

レー トす ることに限定 され、他の加齢 に よる劣

化、例えば関節の硬化 、動作や判断の緩慢化 な

どは低 下 してお らず、 しか も既 にATM操 作 に

習熟 しているためである と考えられる。

Figurellは000入 力 の結果である。僅かの例

外 を除 き、全盲が弱視 よ りも所要時間が長 い。

弱視者では残存視力 とともに、触覚絵記号が視

覚的手掛 か りとして も利用 されたため と考 えら

れる。金額訂正 、取消操作 において も、弱視者

が視覚 と触覚 を併用 して操作 した場合 よ りも、

全盲の所要時間が長いことが分かる(Figurel2、

Figure13)o

同様 に、ハ ン ドフォン方式による所要時 間の

40
【謙

。眼

データはTablel4か らTable18に 纏め られた。。

Tablel4-1か らTable14-4は 全盲、Table15は 弱

視(1名 のみ)の 操作項 目別個人データであ る。

Tablel6で は、それ らを取 引課題 ごとに纏め直

し、それぞれの被験者群の操作項 目ご との平均

値 と標準偏差(STD)が 算出 された。Table17は

ハ ン ドフォン方式での弱視((開 眼)、 晴眼(開

眼 ・閉眼)の データである。以上の結果 をまと

めて、TableI8に は各取引課題別 に、全被験者

群の操作項 目別所要時間 を一覧 した。

Figure14に000入 力 による1操 作項 目あた り

の各被験者群の平均所要時間 を示す。万千入力

の場合 と同様 、ATM使 用経験の豊富 な晴眼者の

所要時間は、どの操作項 目において も顕著 に短

く、これ を基準 に他 の被験者群の所要時間を比

較解析す る。同一の晴眼者が閉眼 した場合には、

やは り、暗証番号入力、金額入力、カー ド受取

な ど一部の操作 では他の被験者群 よりもむ しろ

多 く操作時間がかか っている。視覚 に障害のあ

る全盲 と弱視の1操 作項 目あた りの平均所要時

間は、晴眼者約L7倍 である
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Figure15は 全盲による金額訂正、Figurelbは

全盲による取消操作の所要時間である。いずれ

も1操 作項 目あた りの所要時間は6秒 程度であ

る。

Tablel9で は、通常画面でのス ター トか ら出

金完了 までの個人別総所要時間が各被験者群 ご

とに一覧 され、平均 と標準偏差が算出された。

ところで、全盲が他 の被験者群に比べ て長 い

操作時間を必要 とす るという結果は予想で きた

ことではあるが、その差異は何に起因す るので

あろうか。

すでにFigurelOとFigurel1に 明 らかな様 に、

全盲ではス ター ト地点 か ら歩いてATM機 の正

面 に立 ち、触覚絵記号画面 に画面変換する まで

に万千入力条件 では約32秒 、000入 力条件 では

約23秒 が経過 している。これは000入 力の総所

要時間162秒 に対する比で表す と全所要時 間の

14%に あたる。同様 にイヤ フォン挿入には10.4

%、 引出選択 には7,8%を 要 してお り、ス ター ト

か ら出金アイコンをタッチするまでの初期操作

で全盲は全操作時間の32.3%を 費や しているこ

とになる。 これが弱視では約19.4%、 晴眼者で

は18.1%で あ り、弱視 と晴眼者 には大差が ない

が、全盲では他の被験者群 より初期操作 におい

て顕著に多 くの時間がかかっていることが分か

る。全盲では画面 までの歩行 と立 ち位置の決定

に手間取 り、かつ画面変換に も時 間を要 した と

い うことであるが、他 にス ター トから画面変換

までの標準偏差が際立って大 きく、個人差が極

めて大 きかったことも、初動操作時間の平均値

の増大の原因 と考 えられる。

触覚絵記号 と音声 ガイ ドを備えたバ リア フ リーATMの 評価

また、 カー ド受取 に各被 験者 群 と も時 間が か

か ってお り、しか も全 盲 では8.2%弱 視 で は15.1

%、 晴 眼者 では19.9%と 、視 覚 の状 態 が 良好 な

被験 者 群 ほ ど比 率 と して多 くの時 間 を要 して い

る。

暗 証 番号 の数 字1つ あ た りの 入力 には全 盲 ・

弱視 と もに2.9%、2.8%と 変 わ らず 、晴 眼者 は

2.0%、 金額 入 力 の数字1つ あ た りの 入力 には全

盲 ・晴 眼 者 と もに3.0%、3.3%と 大 差 な く、弱

視 は3.5%。 数 字 の入力 は どの被 験 者 群 で も同 じ

よ うに速 や か に行 われ て い る。

同 様 の 分 析 をハ ン ドフ ォ ン方 式 に 試 み る。

Figurel4に 明 らか な よ うに、全 盲 で はス ター ト

か ら受 話器 を外 して耳 にあ て る まで に15秒 が経

過 して い るが、これ は総 所 要 時 間84秒 に対 す る

比 で表 す と全 所 要時 間の 約18.3%に あた る。 そ

れ か ら引 出 ボ タ ンを押 す まで には13秒 、15.4%

を要 してお り、ス ター トか ら取 引 選択 までの初

期動 作 で全 盲 は全 操作 時 間 の33.7%を 費 や して

いる こ とに な る。 これが弱 視 で は約19 .3%、 晴

眼者 で は22.0%で あ り、弱視 と晴 眼者 には大差

が な いが 、全 盲 で は他 の被験 者 群 よ り顕 著 に多

くの時 間が か か って い る。

また、 カー ド受取 に も各被 験 者群 と も時 間が

か か って お り、全 盲 で は13.2%、 弱視 で は14.6

%、 晴眼 者 で は2L8%と 、ハ ン ドフ ォ ンの場 合

に も視覚 の 状態 が 良好 な被験 者 群 ほ ど、時 間的

に よ り多 くの割 合 を要 してい る。

暗 証番 号 の 数字1つ あ た りの入 力 には全 盲 ・

弱 視 ・晴眼 者 と もに3.5%、2.8%、3.4%と 近似 、

金 額 入力 の 数 字1つ あ た りの 入 力 に も全 盲2.5
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%、 弱視3.8%、 晴眼 者3.4%と 大 差 はな く、数

字 入 力 は速 やか に行 わ れ た。

総所要時間の分析

Table20に 触覚絵記号 、ハ ン ドフォン、通常

の3種 の方式 ごとに、引出操作に要 したは各被

験者群の総所要時間を纏 めた。それを図示 した

のがFigure17で ある。

晴眼者が通常のATMで 引出操作 に要す る時

間は40秒 、触覚絵記号 方式 の万千入力では69

秒前後である。晴眼者 と比べて、ATMに よる取

引操作が未経験かほとん ど経験のない全盲では

多 くの時間を要 したが、それで も触覚絵記号 を

ガイ ドとすることによ り3分 以内で自力で引出

操作 を完了することがで きた。弱視者 は現在市

中に提供 されている通常画面では89秒 、触覚絵

記号画面ではそれよ り少 し時間がかか り120秒

前後である。この差は触覚絵記号方式では通常

よ りも操作項 目数が多 くなっていることも一因

である可能性が ある。

Table1に 示す通 り、操作方式お よび取引課題

の違いに よって操作手順や操作回数に多少の違

いが あるので、操作方式や取引課題 を所要時間

について比較す るため には、1つ の操作項 目を

実行す るのにどれだけ時間がかか ったかで比較

す る必要がある。Table21は 操作方式 ごとの総

所要時間 を操作項 目数で割 って得 られた1操 作

項 目あた りの平均所要時間を示 したものであ り、

それを図示 したのがFigure18で ある。

万千入力の条件 で被験者間の1項 目あた りの

所要時間を比較する と、弱視 は晴眼の1.5倍 強、

全盲は晴眼の2倍 強の時間がかかるとはい うも

のの、タッチパネルに不慣 れな全盲が1項 目あ

た り8秒 程度で 自力で操作 を進めることがで き

ることが明 らかである。

触覚絵記号方式 とハ ン ドフォン方式の結果を

比較する と、弱視 と晴眼では大差がないが、全

盲 ではハ ン ドフォン方式に よる方が約L3倍 だ

け速 い操作が可能である ことが示 されてい る。

触覚絵記号方式 とハ ン ドフォン方式の操作性 に

ついては、評価者によって両方式に対する評価

が分かれる。ハ ン ドフォン方式 を支持する者か

らは 「速 く操作することがで きるか ら」 とい う

理由が示 されたが、総所要時間の差 は触覚絵記

号方式では画面変換 までの初動操作 に余分 な時

間を必 要 とするためであることが、この分析 か

ら明 らかである。 したがって、触覚絵記号方式

における初動操作の時間短縮 は、この方式の有

効性を更に増進す ることがで きると考えられる。

行動特徴お よび評価者か らの コメン ト

ATM操 作 時 の行 動記 録 ・ビデ オ記 録 か ら得 ら

れ た評価 者 の行 動 特徴 お よび感想 ・意 見 ・要望

な どに、聞 き取 り調 査 か らの得 られ た資 料 が加

え られ 、Table22-1か らTable22-i9に は全 盲 の

19名 、Table23-1か らTable23-4に は弱 視4名 、

Table24に は晴 眼 者 の記 録 が纏 め られ た。 これ

らの行動 記 録 お よび コメ ン トに見 られ る、行動
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特徴、意見、要望 などを、操作の手順 をお って、

以下に列挙する。

口触覚絵記号方式変換のための画面 タッチ

モー ド変換 を忘れ イヤフォン挿入や カー ド挿

入 を した り、 しそ うになるとい う過 ちが7例 、

タッチ位置が不適切なために変換 に失敗 した例

が4例 、意図せず衣服の袖や イヤ フォンが画面

に触れて誤作動が生 じたのが3例 あった。手 に

持 ってい る通帳や カー ドが操作 の邪魔なのでど

こかに置 こうとす るが、誤 って落 として しまっ

た り、落 とした結果機会の誤作動が起 こった り

と、 トラブルの原因になる例がみ られた。

以上の ように、画面変換 において誤作動や誤

作動 には至 らない まで もとまどいの様子がみ ら

れ、この初期操作で長い時間を要することにつ

ながった と考え られる。

■イヤ フオン挿入

イヤ フォンを穴に挿入す るのに多 くの被験者

が困難 を感 じた。イヤ フォン挿入のために立 ち

位置 を右端にず らす、かがむ、 しゃがみ込 むな

どの大 きな姿勢の変化が必要な ようである。 ま

た、片手では挿入 しづ らいので両手 を使お うと

し、そのため に通帳やカー ドを置こうとして置

き場 を探すのに手 間取 った り、落 とすなどの事

故が起こることもあった。

イヤフ ォン差込 ロは側面ではな く、触覚絵記

号 と同 じように盤面 に取 り付 け、穴 自体 も落 と

し込んだ り逆 に出っ張 らせた りと工夫 してほ し

いという要望が多かった。

・受話器の脱 ・着 とボ タン操作(ハ ン ドフォン

方式)

受話器を元の位置 に納 めるのに手間取る者が

多 く、納 ま りが悪い とい う評価 が得 られた。受

話器が納 まらず、落 として しまう例 もみ られた。

多 くの被験者は受話器を左手に持 ち、右手で

ボ タン操作 を行 った。ボタンが受話器の中央部

にあるためにボタン操作の度に受話器 を耳か ら

離す必要があ り、ガイ ド音声の一部 を聞 き逃 し

て しまうとい う指摘が多かった。

圃出金選択

触 覚絵 記号 と音声 ガ イ ドを備 えたバ リアフ リーATMの 評価

何 人かが出金選択前 にカー ドを挿入 した り、

挿入 しそ うになった。普段の利用機器ではカー

ド挿入が先であるか らという理由、手に持 って

いる物は早 く手放 して しまいたいとい う理由が

あるようである。出金選択 だけに限 られたこ と

ではないが、触覚絵記号 を押すことで操作が進

行する と思い違い し、画面 タッチ をしない例が

み られた。

・カー ド挿入 ・通帳挿入

挿入口を探すのに手間取る、挿 入口の回 りの

溝 を挿入口 と間違 う例が多かった。挿入口の溝

をなくす と同時に、口の下 に誘導 の庇 をつける

と良いとい う指摘があった。カー ド・通帳 どち

らも上下、表裏 など向 きが不適切 なために受け

付け られない、斜め挿入のため吸 い込み拒否な

どの トラブルが多かった。

■暗証番号 ・金額入力

数字入力後の訂正は何 人 もにみ られたが、問

題 はむ しろ数字入力後の応答の遅れ にあるとみ

られる。数字画面で はな く数字記号 を押 して し

まう例が、 ここでも認め られた。

胴確認選択 ・訂正選択

確認 を訂正、取引 と誤操作、訂正 を取引 と誤

操作することがあ った。記号の理解が不十分で

あること、訂正 と取引の意味の不分離が原 因と

考 えられる。

■取消選択 ・残高聞き取 り

訂正 との誤操 作がみ られた。取 消操 作後 の

「もう一度最初 から … 」のメ ッセージが不適

切 という複数の指摘があった。

残高が通知 される点は歓迎 されたが、紙幣 を

数える機械音のために掻 き消 され聞き取 り困難

だった点が多 くの被験者 によって改善 を求め ら

れた。

■カー ド受取 ・通帳受取 ・紙幣受取

紙幣の受 け取 りには多 くの被験 者が慎重 で、

事前 にカー ド、明細、受話器などを機会の どこ

かに置いて手を自由にする。両手で受け取 る者

もいる。数人は紙幣口の中で金額 を確認 しよう

とし、閉 まる扉 に挟 まれた り、挟 まれ そ うに
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なった りした。

國触覚絵記号 か ら画面 までの リー ド線

ほとん どの被験者は リー ド線 を利用 しない ま

ま、うま く適切 なアイコンをタッチすることが

で きたが、あった方が良いという意見が大多数

であった。

両方式の問題点および有効性

・ATMへ の誘導(Table25-1、Table25-2)

立 ち位置(ATMの 中央)が ずれる場合が多々

あ り、次の操作 に影響 を及ぼす。本評価実験で

は、私物、白状 などは実験者が預か り保管 した

が、実際場面では荷物の置 き場、白状 を立 てか

ける場所な どの配慮が求め られた。モー ド変換

記号 はイヤフォンの挿入口 と紛 らわ しく不評で

あった。

。触覚絵記号の触知性(Table26-1、26-2)

形 が簡単 とい う理由で評価 は良好 であった。

×と+と の識別が少 し困難 との意見、◎ も余分

な緊張 を要す るから一重の○の方が良いという

意見、三角(△)は 充実ではな く線画の方が良

いとの意見があ った。何 よりも記号の統一を最

重要 とす る意見が強か った。

触覚絵記号の イメー ジについては、ほとんど

の被験者が記号の形は イメージと対応 しない と

述べ、だから事前の説明が不可欠だとしている。

増 える減 るのイメージが+、 一記号であること

も、盲人 にとっては無意味 だという者 もいた。

記号 の大 きさ、高 さについては特 に問題ない

ということであった。

・数字記号お よび万千単位記号(Table27-1、27-

2)

数字 としてのデザイ ンは触覚で分 か り易 く、

良 く考え られているという評価 もあったが、特

定の数字 を除 き、丸み を帯びた数字 どう しは誤

認 しやすいので、左や右端か ら順 を数えるなど、

自分にあ った工夫 を して、使っていたようであ

る。テンキー配列 に慣 れてお り、横並 びは好 ま

しくない という意見が多数あった。

数字記号 については点字の方が良い とい う要

望 、せめて両端の1と0、 中央の5に だけでも

点字 を併置すべ きだ とい う意見があった。

万千単位記号 については、操作回数が少な く

てすむか ら万千単位 を使 うとい う者 、000と0

を使 って入力する方が好 ましい とす る者、両方

あ るのが良い とす る者な ど、意見が分かれた。

ただ、万千記号 を紙幣の記号 にあわせたのは、

ほとん どの評価者がそれ を利用に値 しない とし

ているので、根拠 としては乏 しいとい う意見が

出された。デザインを再考 した方が良いとする

意見 もあった。

・音声 関係(Table28-1、28-2)

発話速度 については、良い とす る意見が多数

あった一方で、間怠っこい、 もっ と早 くリズ ミ

カル にとい う要望 も強かった。音質 につ いては

一部の合成音 に対す る指摘 を除 き、概 ね良好 と

されたが、音量 については小 さ くて聞 き取 りに

くい、音量調節機能を追加すべ きとの意見が多

かった。

発話 内容 と頻度についてはTable21-19に 示す

通 り、個別に色々な意見が出 された。特 に、金

額入力時の9円 、93円 、930円 とい う順 を追っ

た読み上 げについては、円は不必要で、ただ9、

3、0と した方が聞 き易い とい う意見があ った。

。音声発生 タイ ミングほか(Tab]e29-1、29-2)

発話 タイ ミングに関 しては多 くの被験者が コ

メン トしている。分か り切 ったメッセージをス

キ ップすることができる点は歓迎 された一方で、

特 に数字入力後のメ ッセージの遅れが操作の 快

適性 を妨害する旨の意見が多 く聞かれた。利用

者の操作が今以上に早 くスムース になった とき

に、音声の タイ ミングがついてこれるのかなど、

音切 れの問題 については、重要視 している とい

う印象であった。

触 覚絵 記号 対 応ATMの 有 効 性(Table30-1、

30-2)

大変 に有 効 、 これ が あれ ば一 人 で出来 る、使

う、使 い たい な ど歓迎 す る 旨の意 見 が大 半 だ っ

た。ハ ン ドフ ォ ンよ り好 む とい う積 極 的評価 の
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理 由は両手が塞が らない こと、音声 だけでは不

安 なこと、テ ンキーは密集 しているが横並 びは

空間が広 く誤操作が避 けられることなどである。

消極的ではあるが好意的評価 として タッチパ ネ

ルがその まま使 えること、他 に使 えるのが無い

等が挙げ られた。

他方、マイナスの評価の理由の大半 は、タッ

チパ ネル自体に対 する 「押 した気が しない」 と

い う不全感、意図 して触っていないのにメカ的

理由で誤操作が起 こることなどである。ここで

もまた、点字 の併置 に対す る要望が出された。

弱視の液晶画面操作時の行動特徴 はTable24

に示 されている。触覚絵 記号 と音声 を頼 りに画

面 をタッチ した者3名 、見やすい画面だか らと

いう理 由で絵記号 を使 わずに直接画面 を見て操

作 した者1名 。いずれに しろ、弱視では主 とし

て画面が見やすい点が評価 された。また、現状

では触覚絵記号 を利用 しな くて も、画面 を見な

が ら操作で きるという利点があ り、見て操作が

困難な条件 の ときには触覚絵記号が有効 になる

とい う評価 が与え られた。

触覚絵記号 と音声 ガイ ドを備 えたバ リア フリーATMの 評価

つい て強いて分類す れば、結果 は両派半 々で

あった。

全盲 においては、一部改善の上、触覚絵記号

を支持する者が9名 、触覚絵記号がだめとい う

わけではないが、どちらか といえばハ ン ドフォ

ンとい う者が7名 、タッチパ ネルは嫌 いだか ら

ハ ン ドフォンの方が良い とする者が4名 であっ

た。

触覚絵記号方式 の画面 は弱視 にとっても見や

すい点が高 く評価 され、その一方で、ハ ン ドハ

ン ドフォンは手が塞がれるという難点が指摘 さ

れ、その結果、評価者全員が触覚絵記号方式 に、

より高い評価 を下 した。

全体 仕 様 、そ の他

仕様 に関す る意 見 ・感想 はTable34.1お よび

Table34-2に 纏 め られ て い る通 りであ る。再 び、

点 字併 設 に対 す る強 い要望 と、仕様 を統 一 した

上 で 全 て の 金 融 機 関 の 全 て の機 器 をバ リ ア フ

リー仕 様 に とい う熱 い 要望 が寄 せ られた。

文 献

ハ ン ドフ ォ ン対 応ATMの 有 効 性(Table32一

1,32-2)

ハ ン ドフォン方式 も、操作 しやす く有効であ

るとい うのが多 くの被験者の反応であ った。主

たる理 由は電話式 テンキーの操作 に慣 れていて

違和感 が ない こ とであ る。 しか し、受話器 に

よって常 に片手が塞がれていることの不都合に

ついては大半が問題だ としてお り、理想は盤面

にテ ンキーが設置 され、ガイ ド音声はイヤ フォ

ンか レシーバーから受 ける とい う仕様 だとい う

意見が複数あった。

総合評価および仕様全体

以上 か ら、触 覚絵 記号 方式 とハ ン ドフ ォ ン方

式 とにつ い て、 どち らが一層 使 い 心地 が 良 い と

思 うか とい うこ とを も含 め て、評価 者 に総 合 的

評 価 を求 め た(Table33-1、33-2)。 どち らが好

ま しいか等 につ い て、得 られ た 自由 な発 言 に基

高 橋 博 、 山 崎 直 子 、和 氣 洋 美 、 中 原 道 博 機 器 操

作 の た め の 触 覚 に よ る絵 記 号 の 識 別 第22回 感

覚 代 行 シ ン ポ ジ ウ ム 論 文 集PP・23-281996

和 氣 洋 美 、 和 氣 典 二 、 高 橋 博 、 山 崎 直 子 触 覚 絵

記 号 と音 声 ガ イ ド を 備 え た バ リ ア フ リ ーATM

の 開 発 電 子 情 報 通 信 学 会 研 究 報 告WTT99-

11,pp.65-701997

野 中 恵 美 、 和 氣 洋 美 、茂 木 恵 理 子 、 三 樹 弘 之 触

覚 記 号 と 音 声 ガ イ ド を 備 え た バ リ ア フ リ ー

ATMの 研 究 第26回 感 覚 代 行 シ ン ポ ジ ウ ム 論

文 集pp.ll-1t2000

HiromiWake,TenjiWake&HiroshiTakahashi

TactileATMcontrolsforvisuallyImpairedusers.

TechnologyandDisabilityvol.11,pp.133-141

2000

平 野 和 彦 、 三 樹 弘 之 、 岡 田 世 志 彦 、 鈴 木 邦 和 、 野

村 昌 敏 、 野 中 恵 美 バ リ ア フ リ ーATMの た め

の 触 覚 記 号 に 関 す る 実 験 的 研 究 ヒ ュ ー マ ン イ

ン タ ー フ ェ ー ス学 会 論 文 誌voL3,No.3,pp.171-

1792001

本研 究は沖電気工業(株 〉の委託 によ り行 われた。
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Table1各 種操作 モ ー ドの操作順 お よび操作 回数

触覚絵記号画頂

万千入力

触覚絵記号画頂

000入 力

触覚絵記号画頂

金額訂正

触覚絵記号画琶

取消

ハ ン ドフォン

000入 力

ハ ン ドフォン

金額訂正

ハ ン ドフォン

取消

通常画面

万千入力

1 モ ー ド変 換 モー ド変換 モー ド変換 モー ド変換 受話器を取る 受話器を取る 受話器を取る 引出タ ッチ

z イヤ フォン挿 スイヤ フォン挿スイヤ フォン挿ス イヤフ オン挿ス引出 数字1 引出 数字1 引出 数字1 カー ド挿入

3 引 出タ ッチ 引出タ ッチ 引出タ ッチ 引出タ ッチ カー ド挿入 カー ド挿入 カー ド挿入 通帳挿入

4 カ ー ド挿 入 カー ド挿入 カー ド挿入 カー ド挿 入 暗証番号入力 暗証番号入力 暗証番号入力 暗証番号入力

5 通帳挿入 通帳挿入 通帳挿入 通帳挿入 暗証番号入力 暗証番号入力 暗証番号入力 暗証番号入力

6 暗証番号入力 暗証番号入力 暗証番号入力 暗証番号入力 暗証番号入力 暗証番号入力 暗証番号入力 暗証番号入力

7 暗証番号入力 暗証番号入力 暗証番号入力 暗証番号入力 暗証番号入力 暗証番号入力 暗証番号入力 暗証番号入力

8 暗証番号入力 暗証番号入力 暗証番号入力 暗証番号入力 金額数字入力 金額数字入力 カー ド受取 金額数字入力

9 暗証番号入力 暗証番号入力 暗証番号入力 暗証番号入力 金額数字入力 金額数字入力 単位 万

10 確認 確認 確認 確認 数字0入 力 数字0入 力 金額数字入力

11 金額数字入力 金額数字入力 金額数字入力 取消 数 字0入 力 数字0入 力 単位 千

12 単位 万 金額数字入力 単位 万 カー ド受取 数 字0入 力 数字0入 力 確認

13 金額数字入力 数字0入 力 金額数字入力 通帳受取 カー ド受取 訂正#入 力 確認

14 単位 千 数字0入 力 単位 千 紙幣受取 金額数字入力 カー ド受取

15 確認 数字0入 力 確認 金額数字入力 紙幣受取

16 確認 確認 訂 正タッチ 数字0入 力 通帳受取

17 カー ド受取 確認 金額数字入力 数字0入 力

18 紙幣受取 カー ド受取 単位 万 数字0入 力

19 通帳受取 紙幣受取 金額数字入力 カー ド受取

20 通帳受取 単位 千 紙幣受取

21 確認

zz 確認

23 カー ド受取

24 紙幣受取

25 通帳受取

19回 20回 25回 13回 14回 20回 8回 16回
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触覚絵記 号 と音声ガ イ ドを備 えたバ リアフ リーATMの 評価

Table2 実験計画

1視 覚障害者(全 盲)

i 触覚絵記号 1-1 解説

i-z 練習試行

1-3 本試行 1-3-1 93000

卜3-2 9万3千

1-3-3 金額訂正

1-3-4 取消

n ハ ン ドフx:ll-1 解説

闘一2 練習試行

ロー3 本試行 li-3-1 ・:111

II-3-3 金額訂正

1卜3-4 取消

被験者 第1試 行 第2試 矧 第3試 行 第4試 行 第5試 行 第6試 行 第7試 行 第8試 行 第9誼 行 第10試 行 第11試 行

触覚絵 記号

1

ハン ドフォン

AM 1-1 1-2 i 3-1 1-3-2

1-3-2

1-3-2

1-3-2

1-3-3 1-3-4 ll-1 11・2 II-3-1 II-3-3

0ー3-3

1E-3-3

II-3-4

BF

CM

pM

EM

1-1

i-,

卜1

1-2

1-2

i

i

3-1

3-1

1-3-3

1-3-3

1-3-3

1-3-4

1-3-4

1卜'I

n-1

1卜2

1卜2

II-3-1

11-3-1

II-3-4

11-3-4

i-2 1-3-1 1-3-4 1卜 、 1卜2 II-3-1 II-3-3 II-3-4

i-i 1-2 一3-1 1-3-2 1-3-3 卜3-4 ll-1 1卜2 II-3-1 1卜3-3 N-3-4

FM

GF

HF

1-1

i-i

i-i

卜2

1-2

1-2

1-3-2

1-3-2

1-3-2

1-3-1

1-3-1

1-3-1

1-3-3 卜3-4

卜3-4

n-1

11-t

n-z

II-2

II-3

11-3

1

1

If-3-3

1f-3-3

11-3-3

II-3-4

i-3-3

i-3-3

II-3-4

11-3-41-3-4 ll-1 n-z II-3 1

IM 1-1 1-2 1-3-2 1-3-1 卜3-3 1-3-4 [1-1 ll-2 II-3-1 II-3-3 同一3-4

ハン ドフォン

1

触覚絵記号

JF

KM

ll-1

ii-i

II-2

11-2

n

11

!1

3-1

3-1

3-1

EI-3-3

f1-3-3

1卜3-3

II-3-4 i-i i

i

1-3-1 卜3-2 卜3-3 1-3-4

卜3-41卜3-4

1卜3-4

1-1

L

2 1-3-1 1-3-2

1-3-2

卜3-3

LF

MF

NM

II-1

.n-i

Il-1

n-2 i-i i 2 1-3-1 一3-3 1-3-4

ii-z i1-3-1 II-3-3 II-3-4 1-1

卜1

1-2

i-z

1-3-1 卜3-2 1-3-3 1-3-4

n-z II-3-1 II-3-3 II-3-4 卜3-1 (-3-2 1-3-3 1-3-4

OM n-1 1卜2 II-3-1

11-3-1

11-3-1

II-3-3

醤二3-3

11-3-3

11-3-3

11-3-3

1卜3-4 1-1 1-2 一3-2 1-3-1 1-3-3 1-3-4

PM

QM
RM

SF

jl-1
u-i

ll.-2

u-2

n-z

n-z

II-3-4

11-3-4

i

i

1

1

1-2

卜2

1-3-2

1-3-2

1-3-1

1-3-t

I-3-1

1-3-3

1-3-3

1-3-4

1-3-4

n-i

it-1

1ト3-1

11-3-1

、1卜3-4.

II-3-4

.1 1 1-2

1-2

1-3-2 1-3-3

1-3-3

1-3-4

1-3-4i-i 1-3-2 1-3-1

2視 覚障害者(弱 視)

i 触覚絵記号1-1 解説

1-2 練習試行

閉眼 卜3 本試行 1-3-2 9万3千

開眼 卜4 本試行 1-4-1 93000

卜4-2 9万3千

1-4-3 金額訂正

1-4-4 取消

n ハンドブxン

開 眼

ll-1 解説

1卜4 本試行 li-4-1168000
ui 通常モー ド

開眼

ll卜1 解説

iii-a 本試行 III-4-217万2千

被験者 第1試 行 第2試 行 第3試 行 第4試 行 第5試 行 第6試 行 第7試行 墜8試 行 第9試 行

通常モー ド LVTF III-4-2 1-1 1-4-1 1-4-2 1-4-3 1-4-4 i-3-2 1卜1 n-a-i

1 LVUM 川一4-2 卜1 卜4-1 1-4-2 1-4-3 卜4-4 卜3-2 Il-1 II-4-1

触覚絵記号 LVVF III-4-2 i-i 1-4-1 1-4-2 1-4-3 1-4-4 1-3-2 1卜1 II-4-1

LVWF III-4-2 卜1 1-4-1 1-4-2 卜4-3 卜4-4 1-3-2 ll-1 ll-4-1

3晴 眼者(比 較統制群)

i 触覚絵記号 卜1 解説

閉眼

開眼

高齢者

!-3 本試行 1-3-2 9万3千

卜4 本試行 1-4-2 9万3千

1-5 本試行 1-5-2 9万3千

ll ハンドフォン n-1 解説

閉眼

開眼

1卜3 本試行 ll-3-1 68000

ll-4 本試行 1卜4-1 68000

川 通 常モ ー 臼1旧

開 眼 川一4

高齢 者lll・5

解説

本賦行 III-4-2 7万2千

本試行 n卜5-2 7万2千

被験者 第1試 行 嶢2試 行 第3試 行 第4試 行 第5賦 行 第6試 行 第7試 行 第8試 行 第9試 行

通常

触覚絵記号

ハンドフォン

SAM III-4-2 1-1 1-5-2 卜4-2 1-3-2 u-i III-5-2 1卜4-1 II-3-1

58F 川 一4-2 1-1 卜5-2 1-4-2 1-3-2 ii-i 川 一5-2 u-a-i II-3-1

SCF 川 一4-2 1-1 1-5-2 1-4-2 1-3-2 II-1 III-5-2 n-4-1 II-3-1

通常

ハンドフォン

触覚絵記号

SDF III-4-2 1卜1 III-5-2 II-4-1 IJ-3-1 i-i 1-5-2 1_4_2 1-3-2

SEF III-4-2 Il-1 II卜5-2 n-a-i li-3-1 1-1 1-5-2 i-4-2 1-3-2

SFF u卜4-2 u-1 川 一5-2 II-4-1 II-3-a 1-1 1-5-2 1-4-2 1-3-2
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Table3参 加 同 意 書

参加同意書

実験内容:
・ATM(現 金 自動預け払い機)に おいて、こちらが指示する作業を行って頂きます。

・作業内容は、ハ ン ドセッ ト(テ ンキー付き受話器)方 式および触覚絵記号(画 面の周囲に凸状の記号

を配置 し、その記号で機能を確認 してか ら画面にタッチ入力をする)方 式を使 った現金の出金です。
・所要時間は2時 間程度です。

実験目的:
・この実験は、ATMの 使い勝手を評価する実験です。
・機器の問題点を予測 ・解明するのが目的ですので、被験者の方の能力を測定(判 断)す る訳ではあ り

ません。

・実験の様子は、評価のため ビデオ録画させて頂きます。
・録画させて頂いた ビデオは、基本的に、研究室内、および社内で,研 究 ・開発のために利用 させてい

ただきます。
・研究活動や広報活動のために、研究室外や社外で利用する場合が生 じた時は匿名とし、個人が特定で

きないよう配慮いた します。

実験内容の秘密保持:
・実験に使用する機器は、現在開発途中のものですので、実験 内容、および実験に参加 した事実を口外

しないようお願いいた します。

実験代表者および連絡先:

和 氣 洋 美(ワ ケ ヒ ロ ミ)

神 奈 川 大 学 外 国 語 学 部 心 理 学 研 究 室

〒221-8686神 奈 川 県 横 浜 市 神 奈 川 区 六 角 橋3-27-1

TEL:045-481-5661内 線4111

FAX:045-481-5670

E-mail:hwake@cc.kanagawa-u.ac.jp

西 村 公 男(ニ シ ム ラ キ ミ オ)

沖 電 気 工 業(株)シ ス テ ム ソ リュ ー シ ョ ン ビ ジネ ス グ ル ー プ

カ ス タ マ コ ン タ ク トシ ス テ ム 事 業 部 プ ラ ッ トフ ォ ー ム 開 発 部 開 発 第3チ ー ム

〒335-8510埼 玉 県 蕨 市 中 央1-16-8

TEL:048-431-5290(ダ イ ヤ ル イ ン)

FAX:048W431-8802

E-Mail・nishimura164@oki.co.jp

以上の事項についてご確認 ・ご承諾 して頂けました らサインをお願いいたします。
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Table4触 覚絵 記号方式 によるATM使 用評価実験のイ ンス トラクシ ョン

評価 実験 の概 要

これから銀行で利用するATMの 評価実験に御協力いただきます。宜しく御願い致します。

ATMの 操作方法には2種 類あります。タッチパネルの周りに置かれた触覚記号を使う方法と、ハンドフォン(受 話器)

を使う方法です。取引操作は引き出しと取消や訂正などです。

ここがスター トラインです。ここから2M先 にATM機 があります。評価実験はここから始められます。

何回か行ったり戻ったりします。移動には、いつものように白杖をお使い下さい。

ATM機 器 の 説 明

これ が 、ATM機 で す。 最 初 に立 ち 位置 を確 認 します。 これが(触 らせ なが ら)タ ッチパ ネ ルで す。

数 字 は画 面の 下側 にあ りま す。 右 か ら1、2、3,・ … 、9、o.位 の 万 、千 です 。

位 の表 記 は紙 幣の 点 字マ ー ク と同 じで す。 万 は横 に丸 が2つ 、 千は 丸1つ で表 され て い ます。

この数 字 記号 を手 が か りに 、立 ち位 置 を確 認 して 下 さ い。

画 面の 周 囲や 、機 械 のあ ち らこち らを 触 って確 認 して 下 さい 。(し ば ら く触 って も ら う ・ ・・)

ATMの 受 け入 れ ロ を説 明 しま す。ATMは 使 用 した こ とがあ ります か?

カ ー ド挿入 口は右 前方 にあ ります。(渡 しなが ら)こ れが カ ー ドで す。

挿 入 口に入 れ る とき は凸 記号 が あ る側 を を左上 に して 下 さい。

通 帳挿 入 ロは左 前 方で す。(渡 しな が ら)こ れ が通 帳 です 。磁 気 テ ープ を右 下 に して差 込み ます 。

お札 の 出 し入れ ロは右 奥 に あ ります 。 こ こが 開いて 紙幣 が 出 てき ます 。

硬貨 の投 入 口 は左 奥で す。 これ は今 回 は使 用 しませ ん。 位 置 につ いて の 分か らな い点 はあ ります か?

実 験 手 続 に つ い て の 説 明

これ か ら説 明す る方 法 に従 って タ ッチパ ネル を操 作 し、9万3千 円 を引 き出 して いただ き ます。

あな た の暗 唱番 号 は.:・ で す。 あ なた の 持 ち物 は、 カー ド、通 帳、 イ ヤ ホ ン、 白杖の4点 で す。

まず 、触 覚記 号 の配 置 を説 明 します。

・数 字 は先 ほ ど説 明 した通 り画面 の下 側 に配 置 され て います
。

・画 面の 左側 には取 引 に使 う記 号 が あ ります
O奥 か ら、

+(プ ラス)は お預 け入れ で 、預 金が 増 えて い くイ メ ー ジで す 。

一(マ イナ ス)は お引 き 出 しで
、 預金 が 減 って い くイ メー ジで す。

=(イ コール)は 残 高 照会 で 、+一 の結 果 を示 して い ます。

長 四 角は 通帳 記 入で 、通 帳 の 形 を表 して い ます。

→(矢 印)は お 振込 みで 、 自分の 口座 か ら他 の人 の 口座 に お金 が移 動 す るイ メー ジで す。

Vは 上 に広が って くイ メ ー ジです。 更 に複 雑な 操 作 をす る とき に使 う記号 で す。

・画面 の右 側 に は入 力作 業の た め の記号 が あ りま す。

○(丸)は 確 認 です 。

▲(三 角)は 訂正 記 号で す 。暗 証番 号 や金 額 を入 れ直 す とき に使 いま す。

×(バ ツ)は 取消 で す。 す べ ての操 作 をや め ます。

訂正 の ▲ 記号 は 、○ と ×の 中 間の イ メー ジで、 一部 だ け取 り消 す こと を示 して い ます。

(しば らく触 って 、記 号 の配 置 を確 認 して も ら う)
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Table4っ づ き

具体 的な操作 方法 につ いての説 明

お引きだし取引の操作の方法をご説明します。

①最初にATMで 「いらっしゃいませ ご希望のお取引を押して下さい」という音声案内がありますので、画面上の

一番手前の部分を押します。すると触覚絵記号が使えるようになります。押したことが有効であれば 「ピッ」っと

いう電子音があります。

②次にATMの テーブル面の右手前にあるイヤホンジャックにイヤホンを差し込みます。次から音声はイヤホンから

聞こえます。

③ 「ご希望のお取引を押 して下さい」という音声案内がありますので、触覚記号で 「引き出し」を確認して横の画面を

押します。正しく押せたら 「お引き出しです」と確認音声があります。

④音声案内に従ってカードロにカードを入れます。このときカー ドの凸部分が左上になるように縦の向きに入れます。

⑤同様に、音声案内に従って、通帳があるときは開いて、点字のついている方を向こう側にして入れて下さい。

通帳がないときは、続いての音声案内に従って、暗証番号を押します。通帳を入れた場合も、暗証入力を促す音声

案内があるので、暗証番号を押します。暗証番号4桁 を入れると確認を押すように案内があるので 「確認」を押し

ます。まだ4桁 押し終わってないと思うときは、間違っ たボタンを押してしまった可能性があるので 「訂正」を

押 して1桁 目から押しなおします。

⑥次に金額入力を促す音声案内がありますので、私が指定した金額を押 して下さい。押すごとに押した金額を読み上げ

ます。間違ったときは訂正を押 して正しく押 しなおして下さい。金額が押し終わったら、確認を押します。

すると入力した金額の確認音声がありますので指示に従ってください。

⑧これで入力処理は終わりです。ATMの 処理が始まり、続いて引き出した金額や残高を音声で案内します。

⑨その後案内に従ってカードを受け取ります。通帳を入れなかったときは同時にご利用明細票も放出されますので

一緒に受け取ってください。通帳を入れたときは次に通帳が出てきます。

⑩最後に紙幣が出てくるので受け取ります。
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Table5ハ ン ドフ ォ ン方式 によ るATM使 用評 価 実験 の イ ンス トラク シ ョン

評価実験の概 要

これから評価していただく方法は、ATMの 電話機を使った方法です。この電話機には、プッシュフォンボタン

が付いていて、そのボタンを押して操作 します。操作手順は音声でご案内します。

今回は実験用なので音声案内は一度ずつしかありません。良く聞いて指示に従ってください。

ただし、音声の途中でも操作できるときは最後まで聞かなくても結構です。

電 話 機 の 使 い 方

電 話機 の プ ッシ ュボタ ンは12個 の 押 しボ タ ンが あ ります。通 常 の電 話機 と同 じです。

上 の段 が左 か ら12,3、 次 の段 が左 か ら4,5、6、 次 の段 が7、8、9、 最後 の段 が

ア ス タ リス ク、o,シ ャー プで す。

真 ん 中の5の 位 置 に凸 印が つ いて います。

具体 的な操作方法

次に、操作方法をご説明します。評価の際には、金額などの取引内容は、その都度、私が指定しますので宜しく

お願いします。それでは、お引出し取引の操作の方法をご説明します。

① まず 、左 前方 の受 話器 を取 ります。 音声 案 内は全 て 受話 器か ら聞 こえ ます。 操作 は全 て電 話で 行 います 。

② 音 声案 内 に従 って 、 「引 き出 し」 を指定 します。 正 しく押せ た ら 「お引 き出 しで すね 」 と確認 音声 が あ ります。

③ 音 声案 内 に従 って 、カ ー ドを カー ドロに入れ ます。

④ 同様 に音声 案 内 に従 って 、通帳 が ある とき は開 いて 、表 紙 を向 こ う側下 向き に して入 れて 下 さい。

通 帳が な い ときは 、続 いて の音 声案 内 に従 って 、暗証 番 号を 押 します。通 帳 を入 れた 場合 も、

続 いて 暗証 入 力を促 す 音声 案 内があ るの で 、暗証 番 号 を押 します 。 暗証番 号 はr× × ×x」 で す。

⑤ 次 に金 額 を押す よ うに促 す 音声 案 内 に従 って、金 額 を押 して 下 さ い。

押 し間違え た とき はア ス タ リスク を押 して か ら、正 しく押 しな お して下 さい。

金 額が 押 し終わ った ら、 シ ャープを押 しま す。

⑥ す る と、入 力 した金 額 の確認 音 声が あ ります ので 指示 に従 って くだ さい。

⑦ これ で 入力処 理 は終 わ りで す。ATMの 処理 が始 ま り、続 いて残 高 を音声 で案 内 しま す。

⑧ そ の後 、案 内 に従 って カー ドを 受け取 ります 。通 帳 を入れ な か った とき は、

同 時 に ご利用 明 細票 も出て き ますので 一緒 に受 け取 って くだ さ い。

通 帳を 入れ た とき は次 に通 帳が 出て き ます。

⑨ 最後 に紙幣が 出 て くるの で 受け 取 ります。
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Table6-1評 価 協 力者 の履 歴 等

氏名 女 ・男

昭和 年 月 日生 歳

現住所 実験 月日 平成 年 月 日

実験時間 ～

障害歴と現状

1.全 盲 の場合

(先 天盲 ・後天盲)

光覚 の(有 ・無)

失明時期

失明原因

視覚経験の (有 ・無)

色覚

形

文字

その他

2.弱 視 の場合

現在の視力 (右眼 左眼 )

色覚

形 ・文字

その他

日常生活=

勤務 (有 ・無)(外 勤 ・内勤)

外出頻度 (毎 日 ・週1・ 月1・ 極 偶 に)

その他

文字情報の入出力等 :

点字学習 (幼児 期 ・青年期 ・成人)

点字使用 (毎 日 ・週1・ 月1・ 極 偶 に)

その他の機器 (パ ソ コ ン ・他)

金融機関の利用:

種類 (銀行 ・郵便 局)

頻度 (毎 日 ・週1・ 月i・ 極 偶 に)

内容 (引 出 ・預 入 ・通 帳記入 ・残 高照会 ・送金 ・振 替 ・そ の他)

利用状況 (家族 等 に依 頼 ・窓 口 ・その他)

ATM機 の利 用:

利用経験 (有 ・無)

利用 ニー フ (有 ・無)
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触覚絵記0と 音 声 ガイ ドを備 えたハ リアフ リーATMの 評価

Table6-2ATMモ ツク ア ツプ使用 評価

現住所

ATMま での アプローチ

触覚絵記号 について

触って分か りにくい絵記号

覚えにくい絵記号

絵記号の大きさ

絵記号の高さ(凸)

その他

絵記号から液晶画面への リー ド

リー ド線

画面までの段差

その他

女 ・男

,昭和 年 月

実 験 月 日 平成

実験 時間

触覚絵記号っ きATMに ついて

鯨 覚絵記号 はガ イ ドと して有効 か

(非常 に ・とて も ・分か らな い ・余 り ・全然)

触覚絵記号つきATMの 使いにくい点は

ハ ン ドセ ッ トにつ いて

ハ ン ドセ ッ トは有用 か

(非常 に ・とて も ・分 か らな い ・余 り ・全然)

ハ ン ドセ ッ トの使 いにくい点

音声 ガイ ドについて

発話速度(良 い ・まあまあ ・悪い)

発話頻度(多 すぎる ・適 当 ・少なすぎる)

歳

日
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Table7評 価 実験 協 力者(全 盲)の 病 歴 ・視 覚 歴 ・ATM利 用歴 等

性別 年齢 現在視力 視覚歴 勤務状況 外出頻度 金融機関利用状況 ATM利 用経験 利 用ニーズ

AM 男 46 全盲 先天盲 自宅勤務 多 くて週t 外勤当時多用 ボタン式当時利用 勿論ある

就学前右眼20cm眼 前手動

色識別多少 左眼ゼロ

郵便外交員自宅訪問 疎外感 味わ っている

または他人に依頼

EM 男 40 全盲 先天盲 外勤 毎日 むきにな って窓 口利用 3時過ぎの銀行で 有 り

先天性疾患弱視 月3回 程度 給与郵便局振込

小学校1年 で光 り消 失 送金が必要だが今は不可

RM 男 58 全盲 先天盲 局員に依頼 有 り 有り

煩わ しい あれば使う

バ カにされた様でいや

CM 男 42 全盲 後天盲 外勤 ほぼ毎日 郵便局ボタン式利用 郵便局ボタン 有 り

先天性疾患 銀行では行員に依頼 自力操作

徐々に視力低下

FM 男 65 全盲 後天盲 外勤 週5回 銀行が主だが郵便局も利用 評価のため 有 り

先天性弱視 各々月2回 いろいろ使用

両眼0.1程 度視野 狭窄夜盲 マ シンのチェ ックのため も

IM 男 46 全盲 後天盲 自宅勤務 毎 日 銀行月最低2回 利用経験有り 非常に有り

先天性弱視 郵便局3回 カー ドで

小学入学時裸眼0.3文 字可読 ハ ンドフォンで入出残高

KM 男 42 全盲 後天盲 自宅勤務 週2日 前後 郵便局でATM利 用 有 り 有 り

右眼 ゼロ、左眼強度近 視 月1回 程度

小5で 網膜剥離 テ レフォンバ ンキ ング利用

NM 男 59 全盲 後天盲 外勤 毎 日 無 し 有 り

6才 で失明 見たことはあ る

OM 男 33 全盲 先天盲 外勤 毎日 有 り

未熟児網膜症

PM 男 44 全盲 後天盲 外勤 毎日 郵便局では一人で操作 有 り 有 り

先天性弱視 銀行は家族と一緒 郵便局

小学時0.05程 度 中学時失明 2ヶ 月に1回 程度

QM 男 65 全盲 後天盲 外勤 毎日 銀行では警備員に依頼 有 り 有 り

郵便局では一人で操作 郵便局

BF 女 50 全盲 後天盲 外勤 週5日 程度 利用する環境にない やってみた程度 有 り

20才 まで視 覚での生活 給与現金支給 必ず必要になる

そろそろ振込になる

LF 女 45 全盲 後天盲 無職 毎日 銀行月1回 程度 行員に依頼 有 り

先 天性弱視 中1で0.01 利便性で銀行多用

20才 で失明

SF 女 46 全盲 後天盲 無職 通院など 郵便局では一人で操作 有 り 有 り

先天性弱視0.1 週4・5日

9年 前か ら全盲

HF 女 47 右眼:ゼ ロ

左眼=光 覚

先天盲 自宅勤務 ほぼ毎日 郵便局一人で月2回 程度 有 り 有 り

右眼ゼロ緑内障、左眼光覚 電子マネ ー、デ ビットカー ド則使 う

夜間信号識別可

GF 女 46 右 眼;光 覚

左眼:ゼ ロ

後天盲 無職 ほぼ毎日 銀行 月2・3回 試した程度 有り

明暗多少1級 家族同伴 残高の確認

行員に依頼

JF 女 42 右 眼:指 数弁

左眼:手 動弁

後天盲 無職 毎日 銀行月2・3回 有 り 有 り

先天性角膜異常 入金 ・出金 点字 ・凸式 ・受話器 自力でや りたい

25才 で緑内障 1銀 行 にし行員に依頼

MF 女 45 弱視

周辺視のみ

後天盲 外勤 毎日 銀行では行員に依頼 無 し 有 り

発病前矯 正視 力0,9 郵便局は利用 しな い

裸眼視力0.3程 度

DM 男 33 右 眼:光 覚

左 眼;手 動弁

後天盲 外勤 毎 日 郵便局点字端末で月2回 郵便局自力操作 有 り

右眼光覚、左眼手動弁 通帳不使用

網膜色素変性症中心欠如狭窄
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触覚絵記号 と音声 ガイ ドを備 えたバ リア フリーATMの 評 価
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Table9-1触 覚絵記号方式による各種取引課題の個人別所要時間(全 盲)

被験看AM

操作項目

1-2

練 習

レ3-1

000入 力

一3-2

万 千入 力

卜3-3

金 額 訂 正

1-3-4

取 消

ス ター ト ー 画 圓 タ ッナ 5 b b b

画 面タ ッナ ー イ ヤ ホ ン挿 入 Z1
`13

ii IL

イヤホ ン挿 人 一 引出 選択 b b i 5

引 出 選 択 一 カ ー ド挿 入 δ b3 ii 〆

カ ー ド挿 人 一 通 帳挿 入 i5 9 IU 15

通 帳 挿 入 一 暗証 誉 巧・入 力 ・確 認 一1(取 消) lb 15 IL 5

暗趾 杳 巧 確 認 一1一 盆韻 人 刀 ・確 認 一1 iy Ib 1δ

金 額 確 認1一 司 止 一,.:,:再 入 力 一金 額 曜認1 ∠5

盆 額 確認 一1一 盆韻 確 認一∠ iu
'IU

IU

盆 額 確 認一∠(取 消 ♪ 一 カ ー ト く通帳lR取 IL IL IL ti

カー ト(通 帳 ♪ 堂 取 一 紙 幣R取 ti 5 /

紘 幣 堂 取 一 逓 帳 切 一 トJ支 取 y II iu C

tUTAL Cab 1∠ 判IbC iii bU

被験看8卜
裸γF唄 目 希果管 ∪UU入 刀 力 † 人 刀 笠韻刮止 取}月

ス タ ー ト ー 画 曲タ ッナ 19 bU 5u 5b

幽 面 タ ッテ ー イヤ ホ ン挿 人 とb LL Ey b

イヤホン挿入 一 引 出 選銀 E/ i5 14・ lJ

引 出 選 択 一 カー ト挿 人 5 b b 5

カ ー ト挿 入 一 通 帳 挿 人 〆 1り b 5

通 帳挿 人 一 暗 証 畜写 入 力'確 認 一1(取}削 iy と5 Ib 3り

婿 証 誉7r「 確 認 一1一 金 額 入 力 ・確 認 一1 5L iy ∠b

金額確認1一 訂止一金額再人カー金額確認1 31

金 額 確 認一1一 盆 額 確 認 一z b b 3

金 額 確 認一と 〔取消)一 カ ー トc通 帳)蛍 取 1b IL 1L y

カ ー ト(通 帳 ♪堂 取 一 紙 幣 堂取 1り 3 5

瓢 幣交 取 一 遇 賑 切 一 トノ 支取 5 口 iu 5

IUIHL sip 16乙 icy 1〆 ～5 iur

被験者 しM
裸 作 ⊥貝目 練冒 UUU八 刀 ノ]†八 刀 蛍韻司止 取凋

ス タ}ト ー 画 圃 タ ッナ ∠9 jb b y

画 面タ ッナ ー イ ヤ ホ ン挿 入 y y 14 Ib

イヤホ ン挿人 一 引出 選択 b lU b ti

引 出 選 択 一 カ ー ド挿 入 b 〆 / 3

カ ー ト挿 人 一 通 帳挿 人 b lU / 5

通 帳挿 入 一 暗証 誉r』入 力 ・確 認 一1〔取消 ♪ 15 1( 1り 5

暗 証 誉7〒 曜 認 一1一 金額 人 力 ・確 認 一1 1δ y IL

盆 韻 確 認1一 刮 止 一盆 額 再 人 カ ー金 額 確認1 とu

盆 韻 嬉i認一1一 盆額 確認 一と r lL b

盆 韻 確 認 一∠(取}削 一 カ ー ト く通 帳 ♪堂 取 IL 5 1U y

カ ー ト(通 帳,R取 一 紙 幣 受 取 5 33 /

獄 幣 堂 取 一 通 帳 切 一 トナx取 4り s L/ L

IUTAL L4S iJU iii 15弓 」/

被験者DM
裸 γド↓貝日 課 芒罫 UUU〈 刀n† 八 刀 釜 韻 司⊥t 取潟

ス ター ト ー 画 面タ ツナ yu b iuy b

画 面タ ッナ ー イヤ ホ ン挿 入 δ 1∠ iu 15

イヤホン挿入 一 引出 選択 ii δ b 14

引 出 選 弥1一 カー ト挿入 4 b 5 b

カー ト挿 人 一 通 帳 挿 入 δ 5 L b

通 帳 挿 人 一 暗 証 杳r入 力 ・確認 一1(取 消) Ll 13 ii 1L

晴 証 沓号 確 認i一 盆 韻 人 力 ・確 認 一1 is 1/ 15

盆 額 確認1一 訂 止u再 入 カ ー金 額確 認1 5∠

盆 韻 確 認 一1一 盆 韻 確 認 一∠ b ti 4

金 額 曜 認 一Ll取 消 ♪ 一 カー ト 〔通 帳)R取 口 lz 14 y

カ ー ト く通 帳,堂 取 一 紙 幣 愛 取 5 4 4

紋 幣 堂取 一 通 帳 切 一 ト)堂 取 IU y ソ 5

IVIHL IbL 16ヒ} IUV Clり /3

被験者EM
裸 作 唄 日 課 酋 UUU八 刀 ノ]†八 刀 缶 韻刮 止 取 消

ス タ ー ト ー 画圓 タ ツナ LL と5 b り

画面タ ッチ ー イヤホン挿人 と3 b lU 74

イヤホン挿人 一 引出 選択 19 δ 5 13

引 出 選 訳 一 カー ト挿 人 14 δ 3 b

カ ー ト挿 人 一 通 帳 挿 入 y y δ ii

通 帳 挿入 一 階 証 誉巧 入 力 ・確 認 一1〔取 消, ii 49 5δ 13

晴 証 誉r確 認一1一 盆 額 人 力 ・確 認一1 ∠9 1δ 41

盆 韻確 認1一 副止 一金 額 再入 カ ー 盆額 確 認1 LU

盆 額 確 認 一1一 盆 額 確 認 一z lU b b

盆 額 確 認 一∠1取,削 一 カー ト(通 賑)R取 LC Ll 1/ /

カ ー ト(通 帳 ♪R取 一 紙 幣 受取 1δ 3 3

紘 幣 支取 一 通 帳 切 一 トノ 堂取 ! y b 」

1UlAL L34 1ゴ∪ IbV Ib/ lb

t)円 は 山 盆取 消 の場 貧
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触覚絵記号 と音声 ガイ ドを備 えたバ リアフリーATMの 評価

Table9-2触 覚絵記号方式による各種取引課題の個人別所要時間(全 盲)

被験者FM

操作項 目

1.2

練 習

一3-1

000入 力

1-3-2

万 千 入 力

1-3-3

金額 訂 正

1-3-4

取 消

ス タ ー ト ー 働 面 タ ッナ Lb lb i5 45

画 面 タ ッテ ー イ ヤ ホ ン挿 入 1U LU L4 1y

イヤホ ン挿入 一 引出 選択 3∠ 5∠ 1∠ Ib

引 出 選 択 一 カ ー ト挿 入 ti b ii i5

カ ー ト挿 入 一 通 帳挿 人 ii 1! 1り 1!

通 帳挿 入 一 晴証 誉 号 入 力 ・確 認 一1く取消, ∠1 L1 Lb b
暗証 雷 町 曜 認 引 一 金額 入 力 ・確 認 一1 とb L6 3u

金額 確 認1一 訂 止 一 金韻 再 入 カ ー金 額 確認1 /4

金額 確認 一1一 金額 確 認一∠ δ δ b

金韻 確認 一L(取}削 一 カ ー ト(通 帳,A取 iu lU / IL

カ ー ト く通 帳♪ 堂 取 一 紙幣 堂 取 〆 ! 5
紘 幣 支 取 一 通帳 切 一 ト,R取 Fi ii iu 3

IUTAL 3∪ 二) 1/b 1/b CSU iss

被験者VF
探 作 唄 日 課1旨 uuu〈 刀 ノコ† 〈 刀 缶韻司止 取消

ス ター ト ー 画 面 タ ツナ ! 1〆 it SS

画 面タ ッテ ー イヤ ホ ン挿人 11 4 IL ∠り

イヤホ ン挿入 一 引出 選択 13 14 1L 1L

引 出 選 …尺 一 カ ー ド挿 入 〆 IL b ti

カー ト挿 人 一 通帳 挿 人 5 b 〆 y

通 帳 挿 入 一 暗証 誉r入 力 ・確認 一1(取 消, LU と1 is 1り

晴 阯 誉r耀 認 引 一 盆額 人 力 ・確 認 一1 L'1 5U 5b

金 額 確認1一 訂 止 一盆 額 再 入 カ ー金 韻確 認1 Ib

盆 額 確 認 一1一 盆 韻 確 認一∠ 1り b IZ

盆 額 確 認 一∠ 【取}削 一 カー ドー(通帳 「受 取 b 1/ 13 δ

カー ド く通 帳 ♪ 堂 取 一 紙 幣 堂 取 〆 S 3

殺 幣 堂 取 一 遇 帳 切 一 ト,蛍 取 y IL y 4

1UlAL LCV IId ..ISb IUb

被験者HF
探γド唄 日 承果管 uuu入 刀 力 †〈 刀1釜 韻 刮 止 取}自

スタ ー ト ー 画 面タ ッナ 〆 145 14 IU

画面 タ ッチ ー イヤ ホ ン 挿人 iu 5 1z b

イヤホン挿人 一 引出 選択 ti 1L y IL

引出 選 択 一 カー ト挿 入 b 〆 r 〆

カー ト挿 入 一 通 帳 挿 入 / / b b

通 賑 挿 入 一 暗 阯 沓7r「入刀 ・確認 一1(取}肖 ♪ 3と b ii y

嗜 証 杳号 確 認一1一 盆 韻 入 力 ・確 認 一1 ∠δ LU LL

盆 額 確認1一 刮 止 一金 額 再 人 カー 盆 韻曜 認1 ∠5

金 額 曜 認 一i-i盆 顧 帷 認 一∠ / 5 ;i

,.s確 認 一∠(取 消)一 カ ー ト(通 帳)蛍 取 15 14 lU y

万=下 〔通帳♪堂取 一 紙幣A取 と L 4

紘 評}堂取 一 週 帳 切 一 ト,堂 取 iu y 11 3

IVIHL 45b IjU 乙jUllj乙 bC

被験者IM
探件 ↓貝日 課1旨 UUU八 刀 力 †〈 刀1缶 韻 司止 取凋

ス タ ー ト ー 画圓 タ ツナ y 〆ly 5b

画 面 タ ツテ ー イヤ ホ ン挿 人 L5 b δ δ

イヤホン挿入 一 引出 選択 11 30 19 と/

引 出 選 択 一 カー ト挿 人 b iy 4 4
カ ー ト挿 入 一 通 帳1陣入 δ 4 b /

通 帳 挿人 一 帽 融 誉 巧入 刀 ・曜 認 一1(取 消 ♪ Ib b 51 δ

嗜 趾 杳耳 碓 認一1一 盆 韻 入 力 ・確 認一1 i5 ∠δ 3b

盆 額碓 認1一 副止 一盆 額 再 人カ ー 盆韻 曜 認1 ly

盆 額 確 認 一1一 盆 額 確 認 一∠ 5 ∠5 5

金 額 曜 認 一と(取 消)一 カー ド く通 帳,堂 取 lL lz 1り y
カ ー ト(通 帳1堂 取 一 紙 幣 蛍取 :i 4 4
組 幣 堂取 一 通 帳Cカ ー ト,堂 取 b t5 ! L

fVfHL 13C lIb 14bl15/ (1

被験看J卜

傑1牛唄 目 課智 りUU八 刀 力 † 人 刀 釜韻副止 耶Z;

ス タ ー ト ー 画 圓 タ ッナ b r5 y 43

画 面 タ ツナ ー イ ヤ ホ ン挿 人 14 5 IU
"14

禰 挿入 一 引出 選択 1〆 t5 11 y

引 出 選 択 一 カ ー ド挿 入 ti ti IU 11

カ ー ト挿 入 一 通 帳挿 入 〆 / 11 Il

通帳 挿 入 一 暗 趾誉 万 人 力 ・確 認一1(取}削 L1 LS
.iδ

f4

暗証 誉 ・ヲ 確 認一1一 盆 額入 力 ・確認 一1 b5 LS 5δ

盆額 曜 認1一 剤止 一 盆 韻再 入 カ ー金 額 確認1 16

盆韻 確 認一1一 盆 韻 確 認一∠ 5 b iu

盆韻 確 認一∠ く取}削 一 カ ー ト(通 帳♪ 堂 取 IL lb 14 IU

カ ー ト(通 帳)一受「取 一 紙 幣堂 取 1δ b 5
瀟 受 取 一 通 帳 し刀 一 ト,堂 取 ど～5 b ii 5

IUTAL ∠bd 1》511bb lb5 ICI

曳,P 引は山盆取酒の場谷

一127一
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Table9-3触 覚絵記号方 式による各種取引課題の個人別所要時 間(全 盲)

被験看KM

操作項目

一2

練 習

1-3-1

000入 力

1-3-2

万 千 入 力

!-3-3

金 額 訂 正

1-3-4

取 消

ス9一 ト ー 画1自タ ツナ 15 ∠y Ll i5

画面タッナ ー イヤホ ン挿入 i5 1b ii Ly

イヤホ ン挿人 一 引出 選択 ti z1 lb y

引 出 選 択 一 カ ー トi陣入 y b 3 11

カ ー ド挿 人 一 通 帳挿 人 b 13 6 14

通 帳挿 入 一 暗趾 誉 号 入 力 ・確 認 一1(取}削 と5 ∠1 lb 1δ

暗融 誉 号 曜認 一1一 盆 韻人 力 ・確認 一1 iu iy 54・

金額 確 認1一 司 止 一,.:再 人 カ ー盆 韻 確 認1 50

金額 確 認一1一 金額 確 認一∠ L/ ! b

金額 確 認一L(取}削 一 カ ー ド(通 帳lR取 i5 i∠ 1C lU

カ ー ド く通 帳,x取 一 紙 幣x取 1～3 S 〆

繊 幣 支 取 一 遇 帳 切 一 トノ 堂取 5 y ソ 3

IUIHL .. 1弓u lbb 1～55 iuy

被験者L卜
」架作 唄 日 課1彗 ∪UU〈 刀 ノコ† 八 刀 宝£韻 刮止 取洞

ス ター ト ーu曲 タ ッナ b y L/ 〆

画面タ ッテ ー イヤホ ン挿入 〆 15 y fL

イヤホ ン挿 人 一 引出 選択 IL IL 旧 y

引 出 選 択 一 カ ー ド挿 入 b 4 5 5

カー ド挿 人 一 通 帳挿 人 〆 y ! 〆

通 帳 挿 人 一 暗証 誉 ・r「人 力 ・確 認 一1(取}削 L4 19 LL 13

暗 証 誉 号 確 認 一1一 金 額 人 力 ・確 認 一1 LL Ll z～5

金 額 確 認1一 言1止一金 額 再 入 カ ー金 額 曜認1 1～5

盆 額 確認 一1一 金 額 確 認一∠ y IU iu

盆 韻 確認 一∠(取;削 一 カ ー ト く通 脹 ♪蛍 取 11 ;5 ii iu

カー ド(通 帳)x取 一 紙 幣 蛍 取 4 4 5

繊幣堂取 一 週帳 切 一NA取 IU y iu 」

IUIHL iyb 11d IL3 icy bb

被験者MF
燦τド唄 日 課 芒罫 uUu〈 刀 ノ7†八 刀 缶韻刮止 取消

ス タ ー ト ー 画 面タ ツナ 14 ii 15 IL

画面 タ ッテ ー イヤ ホ ン挿人 L1 1δ 19 15

イヤホ ン挿人 一 引出 選択 ll y 15 y

引 出 選択 一 カ ー ト挿 人 1り ii y lL

カ ー ト挿人 一 通 帳 挿 入 〆 6 5 1り

通帳挿人 一 晴趾蒼写人力 ・確認司(取;削 39 L4 Cb b

暗 融 誉 町 確 認 一1一 金 額 入 力 ・確 認 一1 ∠δ zと 33

盆 韻 確 認1-FJ止 一金 額 再 人 カー 盆 額曜 認1 59

金 額 確 認 一1一 金 韻 確 認 一∠ r r 13

,.:確 認 一∠(取 消,一 カ ー ト(通 帳,堂 取 ∠5 LI 1り 1り

カ ー トc通 帳 ♪ 蛍取 一 紙 幣A取 S 5 3

砒 幣 堂 取 一 通 帳 切 一 トノR取 1り y is 4

IUIHL 15b 1(5 143 iりd /b

被験者NM
探1ダF唄 目 課1雪 UUU〈 刀 ノコ†〈 刀 錠韻司止 取消

ス タ ー ト ー 厘職 タ ッナ LL lu iu IL

画 面 タ ッテ ー イ ヤ ホ ン挿 人 5 b 11 /

イヤホン挿人 一 引出 選択 y b ii Ei

引 出 選択 一 カ ー ド挿 入 / ti ∠5 δ

カ ー ト挿 人 一 通 帳 挿 入 5 y b IL

通 帳 挿 人 一 嗜 証 杳号 人力 ・確 認一1(取 消, 5b 5u lb 8

暗 証 誉 号 確 認 。1-,.:入 力 ・確 認 一1 z5 15 b5

盆 額 確認1一 刮 止 一金 額 再 人カ ー 金 額確 認1 14

盆 額 確 認 一1一 金 額 確 認 一∠ b 5 4

盆 額 確 認 一∠(取 消1一 カー ド(通 帳)R取 ii 11 15 δ

カ ー トc通 帳 ♪ 堂取 一 紙 幣 堂取 5 4 Z

舐 幣 支 取 一 遇 帳177一 ト,堂 取 y ti b 4

IUEHL 1乙b ISJ llb icy bJ

被験看QM
1架1'F」貝 日 課1雪 ∪UU〈 刀 ノコ†八 刀 缶 韻 司 止 取 洞

入 タ ー ト ー 厘価 タ ッナ 5 b5 IL 5b

画 面 タ ッテ ー イ ヤ ホ ン挿 人 L5 y 1～5 b

イヤホン挿入 一 引出 選択 ii iり 11 ti

引 出 選択 一 カ ー ト挿 入 δ y lU 1り

カ ー ト挿 入 一 通 帳 挿 入 5 5 3 5

通 帳挿 人 一 嗜 証 替号 人 刀 ・確 認一1(取 消1 ii 1δ y Ib

暗 融 蕾 号 確 認一1一 盆 韻 入 力 ・確 認 一1 LU 55 4U

盆 額 確 認1-AI止 一,.s再 人 フ]一 盆 額 確 認1 1〆

金 額 確 認 一1一 盆 額 確 認 一∠ 5 r b

金 額 確 認 翌(取 消)一 カ ー ド 樋 帳)R取 7L i3 1L y

カ ー トc通 帳 ♪ 蛍取 一 紙 鰐 堂取 4 4 L

紘 幣 堂取 一 通 賑 切 一 ト,A取 y 6 y 4

IUfHL Ibb ici LUI 14ヒ 要 ご」

く)円 は 山 缶 取消 の 場 曾

一128-一 一一
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Table9-4触 覚絵記号方式による各種取引課題の個人別所要時間(全 盲)

被験看NM

操作項目
1-2

練 習

卜3-1

000入 力

一3-2

万 千 入 力

1-3-3

金 額 訂 正

1-3-4

取 消

ス タ ー ト ー 画 面 タ ッチ 1Z 12 1z 1z

画面タッチ ー イヤホン挿入 zo zi 16 18

イヤホン挿入 一 引出 選択 zo 7 11 8

引 出 選 択 一 カ ー ド挿 入 7 7 8 10
カー ド挿入 一 通帳挿入 7 5 3 5
通 帳 挿 入 一 暗 証 番 号 入 力 ・確 認一1(取 消) 30 18 30 12

暗 証 番 号 確 認 一1一 金 額 入 力 ・確 認 一1 18 z7 30
金額確認1一 訂正一金額再入カー金額確認1 31
金 額 確 認 一1一 金 額 確 認 一2 11 7 6

金 額 確 認 一2(取 消)一 カ ー ド(通 帳)受 取 13 14 13 7

カ ー ド(通 帳)受 取 一 紙 幣 受 取 4 4 3
紙 幣 受 取 一 通 帳(カ ー ド)受 取 η lU lU 5

IUfAL ∠5b b511∠bll/31〃

被験看qM
操作項 目 練習 UUO入 刀 力+人 力 盆額刮止 取消

ス タ ー ト ー 画 面 タ ッチ 13 15 12 11

画面タッチ ー イヤホン挿入 34 13 12 17

イヤホン挿入 一 引出 選択 7 8 12 4

引 出 選 択 一 カ ー ド挿 入 6 9 8 10

カー ド挿入 一 通帳挿入 6 5 5 7

通 帳挿 入 一 暗 証 番 号 入 力 ・確 認 一1(取 消) Z6 zs z7 16

暗証 番 号 確 認1一 金 額 入 力 ・確 認 一1 105 25 33

金額確認1一 訂正一金額再入カー金額確認1 zz
金 額 確 認一1一 金 額 確 認 一2 10 7 10

金 額 確 認 一2(取 消)一 カ ー ド(通 帳)受 取 14 12 12 7

カ ー ド(通 帳)受 取 一 紙 幣 受 取 8 4 4

紙 幣A取 一 通 帳(カ ー ド)A取 6 lU 1Z 5

1りlAL 535 ∠3b 13b Iby /5

被験者RM

操作項目 練習 UUO人 刀 力十入力 金額刮止 取消
ス ター ト ー 画 面 タ ッチ 41 L1 18 Z1

画面タッチ ー イヤホン挿入 18 18 zo 19

イヤホン挿入 一 引出 選択 15 30 17 zo

引 出 選 択 一 カ ー ド挿 入 19 7 77 1Z

カー ド挿入 一 通帳挿入 8 8 8 17

通 帳 挿 入 一 暗 証 番 号 入 力 ・確 認 一1(取 消) 30 34 Z4 13

暗 証 番 号 確 認 一1一 金 額 入 力 ・確 認 一1 29 25 43

金額確認1一 訂正一金額再入カー金額確認1 27

金 額 確 認 一1一 金額 確認 一2 10 6 3
金 額 確 認 一2(取 消)一 カ ー ド(通 帳)受 取 13 13 5 10
カ ー ド(通 帳)受 取 一 紙 幣 受 取 5 3 8

紙 幣R取 一 通 帳(カ ー ド)A取 11 13 11 b

iUTAL ∠と3 ∠りり 1〆b とり判 iii

被験看S卜

操作項目 練習 UUO入 力 力 十 入 力 T4
p」止 取消

ス タ ー ト ー 画 面 タ ッチ 96 38 36 36
画面タッチ ー イヤホン挿入 10 13 13 zz

イヤホン挿入 一 引出 選択 9 38 zi 12

引 出 選 択 一 カ ー ド挿 入 10 7 9 10

カ ー ド挿 入 一 通 帳 挿 入 7 6 3 6

通 帳 挿 入 一 暗 証 番 号 入 力 ・確 認 一1(取 消) zs Z7 20 7

暗 証 番 号 確 認 一1一 金 額 入 力 ・確 認 一1 25 27 30
金額確認1一 訂正一金額再入カー金額確認1 36
金 額 確 認 一1一 金 額 確 認 一2 16 9 5

金 額 確 認 一2(取 消)一 カ ー ド(通 帳)受 取 13 i3 14 8
カ ー ド(通 帳)受 取 一 紙 幣 受 取 3 3 4

紙 幣 蛍 取 一 通 帳(カ ー ド)受 取 δ δ y 1b

IUTAL とり」 ∠∠b{1δ91∠UUill/

()内 は出金取消の場合

一一一129一
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Table10触 覚絵記号方式による各種取引課題の個人別所要時間(弱 視 ・開眼)

被験者LVTF

操作項目

i-z

練 習

1-4-1

000入 力

1-4-2

万 千 入 力

1-4-3

金 額 訂 正

1-4-4

取 消

ス タ ー ト ー 画 圓 タ ッナ 5 9 5 4

画 面 タ ッラー 一 イ ヤ ホ ン挿 入 7 5 9 9

イヤホ ン挿入 一 引出 選択 11 17 9 10

引出 選択 一 カー ト挿入 9 7 9 13

カー ト挿入 一 通帳挿入 2 5 4 7

通 帳 挿 入 一 階 証 誉 万 人 刀 ・曜 認 一1く 取 消 ♪ i3 17 10 12

嗜 趾 誉 万 曜 認 一1一 盆 韻 人 力 ・確 認 一1 17 15 13

金韻確認1一 訂止一盆韻再入刀一金額曜認1 27

金 額 確 認 一1一 盆 額 曜 認 一と 8 9 5

盆 額 確 認 一L(取}削 一 カ ー ト(通 帳 ♪R取 12 12 12 9

カー ド(迫 帳)A取 一 紙幣蛍取 3 3 3

紙幣交取 一 通帳 切 一 ト♪i取 lU y y z

TOTAL 97 108 115 66

被験者LVUM
操作内容 練習 000入 力 万千入力 金額訂正 取消

ス タ ー ト ー::ciタ ッ ナ 7 4 4 5

画曲タッナ ー イヤホ ン挿入 8 8 5 3

イヤホ ン挿入 一 引出 選択 10 8 10 8

引出 選択 一 カー ト挿人 z 6 8 5

カー ト挿入 一 通帳挿人 3 3 4 3

通 帳 挿 入 一 臆 証 誉 写 入 刀 ・確 認 一1(取}削 15 12 13 6

暗 阯 沓 号 確 認 一1一 金 韻 人 力 ・曜 認 一1 77 18 19

金額曜認1一 訂止一金額再人カー盆額確認1 24

金 額 確 認 一1一 金 額 曜 認 一∠ 6 7 5

金 額 曜 認 一∠(取 消)一 カ ー ト(通 帳 ♪R取 24 20 21 9

カー ト(通 帳♪A取 一 紙幣堂取 4 3 3

砒幣支取 一 通賑 切 一N堂 取 y y 1U 1

TOTAL 129 165 98 126 41

被験者LVVF
操作内容 練習 000入 力 万千入力 金額訂正 取消

ス タ ー ト ー 画 圓 タ ッ ナ 4 5 5 Z

u曲 タッテ ー イヤホ ン挿入 8 7 4 9

イヤホン挿人 一 引出 選択 8 11 11 7

引 出 選 択 一 カ ー一 卜挿 入 5 5 6 5

カー ド挿入 一 通帳挿人 4 6 3 4

通 賑 挿 入 一 暗 融 誉7rr人 刀 ・確 認 一1(取}削 20 22 23 12

暗 趾 沓 巧・ 確 認 一1一 金 韻 人 力 ・確 認 一1 26 Zs 23

金額確認1一 訂止一盆額再人刀一盆韻確認1 39

金 額 確 認 一1一 盆 額 確 認 一∠ 10 z 5

金 額 曜 認 一∠ く取 消)一 カ ー ト(通 帳 ♪R取 22 21 13 8

カー ト(通 脹)蛍 取 一 紙幣蛍取 3 3 4

紘幣堂取 一 週帳 切 一 ト)x取 1U lU lU 3

TOTAし 179 izo 1Z5 146 50

被験者LVWF
操作内容 練習 OOO入 力 万千入力 金額訂正 取消

ス タ ー ト ー 画 圓 タ ッナ 13 10 9 9

画面タ ッナ ー イヤホン挿入 6 8 10 7

イヤホ ン挿人 一 引出 選択 11 9 6 6

引出 選択 一 カー ト挿入 10 7 5 15

カー ド挿入 一 通帳挿 入 5 8 6 3

通帳挿入 一 暗証誉万人力 ・罹認日c取}削 21 18 12 5

暗 証 誉 号 確 認 一1一 金 額 人 力 ・確 認 一1 19 13 18

金額確認1一 訂止一金韻再入カー金額確認1 24

盆 韻 確 認 一1一 金 額 確 認 一∠ 6 7 6

盆 韻 確i認 一∠c取 消 ♪ 一 カ ー ト(通 帳)A取 18 26 18 9

力一 ト(通 帳)蛍 取 一 紙幣堂取 3 3 4

砒幣支取 一 遇帳 切 一NR取 11 lU lU 4

TOTAL 0 123119 128 58

()内 は出金 取消の場 合

一130一
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第22号 神 奈 川 大 学 心 理 ・教 育 研 究 論 集

Table12触 覚絵記号方式、万千入力による操作項 目別 ・個人別所要時間と平均値 ・標準偏差(閉 眼弱視、閉眼晴眼、高齢シミュ、開眼晴眼)

触覚絵記号モード 万千入力(1-3-2}

操作内容

全冒
AM BF CM DM EM FM GF HF IM JF KM LF MF NM OM PM QM RM SF 平均 STD

スタート ー 画画タッチ s 60 36 8 23 16 17 143 7 75 29 9 tt 10 83 12 is 21 38 32.6 35.2

画面タッチ ー イヤホン挿入 13 zz 9 12 6 zo 4 5 5 3 16 13 18 6 9 21 13 18 13 11.9 6.1

イヤホン挿入 一 引出 選択 6 15 io 8 B 32 14 12 30 8 21 12 9 8 io 7 8 30 38 15.1 10.0

引出 選択 一 カード挿入 63 8 7 6 8 8 iz 7 19 8 6 4 11 6 9 7 9 7 7 11.2 12.9

カード挿入 一 通帳挿入 9 io io 3 9 17 6 7 4 7 13 9 8 9 5 S 5 8 6 7.9 3.3

通帳挿入 一 暗証番号入力'確 認一1 13 23 17 13 49 zi 21 6 6 zs 21 19 24 30 18 18 28 34 2ア 21.7 9.9

暗証番号 確認一1一 金額入力 ・確認一1 16 19 9 1ア 18 26 50 20 zs zs 19 zi 22 19 35 zi 25 zs 2ア 23.3 8.5

金額 確認一1一 金額 確認ぞ 10 6 12 8 6 8 B 5 23 6 7 10 7 5 7 ア 7 6 9 8.3 4.0

金額 確認一2一 カー ド畏取 12 iz 5 12 21 io τ7 14 12 16 t2 13 21 11 13 14 12 13 13 13.3 3.6

カード受取 一 紙幣受取 3 3 33 4 3 7 5 z 4 6 5 4 3 4 4 4 4 3 3 5.5 6.8

紙幣受取 一 通帳受取 ii ri 3 9 9 ii iz 9 8 6 9 9 9 8 8 10 10 13 8 9.1 z.z

TOATAL 162 789 151 ioo 160 176 166 230 146 185 758 123 143 1t6 201 126 136 178 ia9 159.7 32.2

触覚絵記号モー ド 万千入力(卜3-2)

操作内容

弱視(閉 眼)

LVTF LVUM LVVF LVWF 平均 STO

スタート ー 画面タッチ s 5 io 10 7.8 2.6

画面タッチ ー イヤホン挿入 11 15 i, 7 ii.o 3.3

イヤホン挿入 一 引出 選択 18 io zo 4 13.0 7.4

引出 選択 一 カー ド挿入 15 2s 17 6 16.0 8.2

カー ド挿入 一 通帳挿入 4 4 5 7 5.0 1.4

通帳挿入 一 暗証番号入力 ・確認一1 30 1$ 69 5 30.5 27.6

暗証番号 確認一1一 金額入力 ・確認一1 8 2ア v 14 19.0 9.6

金額 確認一1一 金顧 確認一2 5 6 6 6 5.8 o.s

金額cep-z一 カー ド受取 33 30 zo 27 275 5.6

カー ド受取 一 紙幣受取 3 4 8 4 4.8 z.2

紙幣受取 一 通帳受取 9 9 10 10 9.5 o.s

TOATAL
.

t42 154 203 ioo 149.8 42.4

触覚絵記号モー ド 万千入力(1-4-2}

操作内容

弱視(開 眼)

LVTf LVUM LVVF LVWF 平均 STD

スタート ー 画面タッチ 9 4 5 10 7.0 2.9

画面タッチ ー イヤホン挿入 5 8 7 B 7A 1.4

イヤホン挿入 一 引出 選択 17 8 ii 9 11.3 4.0

引出 選択 一 カード挿入 7 6 S 7 6.3 i.o

カー ド挿入 一 通帳挿入 5 3 6 8 5.5 z.i

通帳挿入 一 暗証番号入力 ・確認一1 17 12 zz 18 173 4.1

暗証番号 確認・1一 金額入力 ・確認・1 15 18 28 13 38.5 6.7

金額 確認一1一 金額 確認・2 9 7 ア 7 7.5 i.o

金額 確認一2一 カード受取 iz za zi 26 19.8 5.8

カー ド受取 一 紙幣受取 3 3 3 3 3.0 0.0

紙幣受取 一 通帳受取 9 9 io io 9.5 0.6

TOATAL ioa 98 125 119 1iz.s iz.o

触覚絵記号モート 万千入力(1-3-2)

操作内容

晴眼 く閉眼)

SAM SBM SCF SDF SEM SFF 平均 STD

スタート ー 画面タッチ 6 5 11 6 11 a 72 ヨ.τ

画面タッチ ー イヤホン挿入 46 31 25 12 22 8 za.o 13.7

イヤホン挿入 一 引出 遇択 32 7 9 is 19 8 15.0 9.5

引出 選択 一 カード挿入 zz 15 4 8 11 9 11.5 6.3

カード挿入 一 通帳挿入 8 11 19 7 9 7 ioz 4.6

通帳挿入 一 暗証番号入力 ・確認一1 64 26 20 23 35 zs 32.2 16.4

暗証番号 確認一1一 金額入力 ・確認一1 36 25 34 22 42 14 za.e 10.3

金額 確麗一1一 金額 確認一2 13 7 z 7 8 16 B.S 5.0

金額 確駕一2一 カード受取 13 12 18 17 22 zo 17.0 3.9

カード受取 一 紙幣受取 6 4 3 3 6 4 4.3 1.4

紙幣受取 一 通帳受取 8 9 10 10 10 10 9.5 o.s

TOATAし zsa
.

152 155 130 195
.

125168.5「48.7

触覚絵記号モー ド 万千入力(1・4-2)

燦作内容

晴眼(開 眼)

SAM SBM SCF SDF $EM SFF 平均 STD

スター ト ー 画面タッチ 3 7 2 z 3 z 3.2 F.9

画面タッチ ー イヤホン挿入 6 3 5 4 5 4 4.5 t.o

イヤホン挿入 一 引出 選択 6 6 5 4 5 3 4.8 i.z

引出 選択 一 カード挿入 5 4 5 4 6 5 n.s 0.8

カード挿入 一 通帳挿入 4 4 z 3 　 3 3.2 0.8

通帳挿入 一 暗証番号入力 ・確認一1 10 7 6 5 一 s 7.2 1.9

暗証番号 確認一1一 金額入力 ・硲欝一1 12 12 13 12 11 10 11.7 1.0

金額 確認一1一 金額 確認一2 7 S 5 4 10 5 6.0 z.z

金額 確認一2一 カード受取 i, io ii 17 17 16 13.7 3.3

カード受取 一 紙幣受取 4 3 z z 1 z 2.3 1.0

紙幣受取 一 通帳受取 7 8 9 9 2 9 7.3 2.7

TOATAL 75
.

69 65 66 60 6ア b8.7 4.9

触覚絵記号モー ド 万千入力(卜5-2)

操作内容

晒眼(高 齢シミュレーション)

5AM SBM SCF SDF SEM SFF 平均 STD

スター ト ー 画面タッチ 3 3 3 ヨ 3 3 3.0 o.o

画面タッチ ー イヤホン挿入 ア 10 13 5 5 3 7.2 3.7

イヤホン挿入 一 引出 選択 4 7 9 5 6 3 5.7 2.2

引出 選択 一 カード挿入 5 3 3 4 5 3 3.8 ,.o

カード挿入 一 通帳挿入 5 4 1 z 3 3 3.0 1.4

通帳挿入 一 暗証番号入力 ・確耀一i 8 6 9 6 9 9 7.8 1.5

暗証番号 確認一1一 金顕入力 ・確認一1 11 ti 12 10 11 1ヨ 11.3 1.O

金額 確認一i一 金顧 確認一2 5 5 5 5 5 5 5.0 o.o

金額 確認一2一 カー ド受取 11 io 11 16 n 1ア 13.7 3.3

カード受取 一 紙幣受取 2 2 3 z 3 z 2.3 0.5

紙幣受取 一 通帳受取 9 9 9 10 9 9 9.2 0.4

TOATAL 70 70 78 58 76 70 72.0 4.0

132



触覚絵記号と音声ガイドを備えたバリアフリーATMの 評価

Table13触 覚絵 記号方 式 による操 作項 目別平均 所要 時間

触覚 絵記号 モー ド000入 力

操作内容

全盲 弱視

開眼

スター ト ー 通 帳受取 232 145

触覚絵 記号 モー ド000入 力

操作内容

全盲 弱視

開眼

ス ター ト ー 画面 タッチ 23 7

画面 タッチ ー イ ヤホン挿入 76 7

イヤホ ン挿入 一 引 出 選択 13 10

引 出 選択 一 カ ー ド挿入 8 7

カー ド挿入 一 通帳挿入 8 4

通帳挿入 一 暗証番号入力 ・確認一1 24 17

暗証番号 確認一1一 金額入力 ・確認一1 29 35

金額 確認一i一 金額 確 一z 9 8

金額 確認一2一 カー ド受取 13 19

カー ド受取 一 紙幣受取 7 3

紙幣受取 一 通帳受取 11 10

1操作項 目平均 8 6

70A7AL 162 126

触覚絵記号モー ド 万千入力

操作内容

全盲 弱視

閉眼

弱視

開眼

晴眼

閉眼

晴眼

開眼

晴眼

高齢 シミュ

スター ト ー 画面タ ッチ 32 8 7 7 3 3

画面タ ッチ ー イヤホ ン挿入 12 11 7 24 5 7

イヤホン挿入 一 引出 選択 15 13 11 15 5 6

引出 選択 一 カー ド挿入 11 16 6 iz 5 4

カー ド挿入 一 通帳挿入 8 5 6 10 3 3

通帳挿入 一 暗証番号入力 ・確認一1 22 31 17 32 7 8

暗証 番号 確認一1一 金額入力 ・確認一1 23 19 19 zg 12 11

金額 確認一1一 金額 確認 一2 8 6 8 9 6 5

金額 確認一2一 カー ド受取 13 Zs 20 17 14 14

カー ド受取 一 紙幣受取 5 5 3 4 z 2

紙 幣受取 一 通帳受取 9 10 10 10 7 9

1操 作項 目平均 8 8 6 944

TOATAL 160 150113 16916gl72

触覚絵記号モード 金額訂正

操作内容

全盲 弱視

開眼

スター ト ー 画面 タッチ 2i 6

画面 タッチ ー イヤホ ン挿 入 14 7

イヤ ホン挿入 一 引出 選択 12 9

引出 選 択 一 カー ド挿入 9 7

カー ド挿 入 一 通帳挿入 6 4

通帳挿入 一 暗証番号入 力 ・確認一1 20 15

暗証 番号 確認一1一 金額入 力 ・確認一1 32 18

金額確認1一 訂正 ・金額再 入力 ・確認一1 27 29

金額 確認一1一 金額 確認一2 7 5

金額 確認一2一 カー ド受取 12 16

カー ド受取 一 紙幣受取 4 4

紙幣受取 一 通帳受取 11 0

1操 作項 目平均 7 5

TOATAL 174 129

触覚絵記号モー ド 取消

操作内容

全盲 弱視

開眼

スター ト ー 画面タ ッチ 21 5

画面タ ッチ ー イヤホ ン挿入 14 7

イヤホ ン挿入 一 引出 選択 11 8

引出 選択 一 カー ド挿入 8 iO

カー ド挿入 一 通帳挿入 9 4

通帳挿入 一 暗証番号入力 ・取消 12 9

取消 一 通帳受取 9 9

通帳受取 一 カー ド受取 4 3

1操 作項 目平均 7 4

TOATAL 89 54

一133



第22号

Table14-1

被験者AM

神奈川大学心理 ・教育研究論集

ハ ン ドフォン方式による操作項 目別 ・個人別所要時間(全 盲)

操作内容

目一2

練 習

II-3-1

000入 力

II-3-3

金 額 訂 正

II-3-4

取 消

スタ ー ト ー 受話器 受取 8 4 8

受話器 受取 一 引 出選 択 8 4 3

引出選 択 一 カ ー ド挿 入 17 4 9

カー ド挿 入 一 暗証番号 入力(取 消) 6 9 8

暗証番号 入カ ー 金額入 力 ・確認一1 10 7

金額確認1一訂正 一金額再 入カー金額確 認1 6

金額確認一1一 金額確認一2 7 19

金額確認一2(取 消)一 カー ド受取 11 17 6

カー ド受取 一 紙幣受取 8 9

TOTAL 104 69 79 34

被験者BF
操作内容 練習 000入 力 金額訂正 取消

スター ト ー 受話器受取 15 12 11

受話器受取 一 引出選択 36 9 8

引出選択 一 カー ド挿 入 S 6 6

カー ド挿入 一 暗証番号 入力(取 消) 16 10 8

暗証番号入 カ ー 金額入 力 ・確認一1 7 10

金額確認1一訂正一金額再入 カー金額確 認1 23

金額確認一1一 金額確認一2 3 3

金額確認一2(取 消)一 カー ド受取 11 12 3

カー ド受取 一 紙 幣受取 6 5

TOTAL 102 99 90 36

被験者CM
操作内容 練習 000入 力 金額訂正 取消

スター ト ー 受話器受取 10 8 11

受話器受取 一 引出選択 6 7 6

引出選択 一 カー ド挿入 6 5 5

カー ド挿入 一 暗証番号入 力(取 消) 6 7 9

暗証 番号入 カ ー 金額入力 ・確 認一1 10 17

金額確認1一訂正一金額再入 カー金額確認1 71

金 額確認一1一 金額確認一2 6 5

金 額確認一2(取 消)一 カー ド受取 9 12 8

カー ド受取 一 紙 幣受取 7 5

TOTAL 91 60 77 39

被験者DM
操作内容 練習 000入 力 金額訂正 取消

スター ト ー 受話器受取 7 5 7

受話器受取 一 引出選択 8 7 9

引出選択 一 カー ド挿入 6 7 4

カー ド挿入 一 暗証番号入 力(取 消) 5 7 7

暗証番号入 カ ー 金額入 力 ・確 認一1 10 12

金 額確認1一訂正一金額再入 カー金額確 認1 14

金 額確認一1一 金額確認一2 3 12

金 額確認一2(取 消)一 カー ド受取 8 11 8

カー ド受取 一 紙 幣受取 7 4

TOTAL 78 54 79 35

被験者EM
操作内容 練習 000入 力 金額訂正 取消

スター ト ー 受話器受取 9 14 8

受話 器受取 一 引出選択 10 5 9

引出選択 一 カー ド挿入 9 7 8

カー ド挿入 一 暗証番号入 力(取 消) 13 15 4

暗証 番号入 カ ー 金額入 力 ・確 認一1 14 24

金額確認1一訂正一金額再入 カー金額確 認1 7

金 額 確 認 一1一 金 額 確 認 一2 9 8

金額確認2(取 消)一 カー ド受取 16 12 3

カー ド受取 一 紙 幣受取 6 5

TOTAL 79 86 97 32

()内 は出金 取消の場合

134



触覚絵記号 と音声ガ イドを備 えたバ リア フリーATMの 評 価

Table14-2ハ ン ドフ ォン方 式 による操作項 目別 ・個 人別所 要時 間(全 盲)

被験者FM

操作内容
u-z

練 習

EI-3-1

000入 力

11-3-3

金 額 訂 正

II-3-4

取 消

スター ト ー 受話器受取 14 13 13

受話器受 取 一 引出選択 32 1$ 11

引出選択 一 カー ド挿入 10 7 12

カー ド挿 入 一 暗証番号入 力(取 消) 36 16 26

暗 証番号 入カ ー 金 額入力 ・確 認一1 22119
金 額確認1一訂正一金額再入 カー金額確認1 z$

金 額確認一1一 金 額確認一2 7 7

金 額確認一2(取 消)一 カー ド受取 12 14 i9

カー ド受取 一 紙 幣受取 4 S

TOTAし 1411 8i

被験者GF

操作内容 練習 000入 力1金 額 訂正1取 消

ス ター ト ー 受話 器受取 13 8 6

受話 器受取 一 引 出選択 6 4 5

引 出選択 一 カー ド挿入 10 16 10

カ ー ド挿入 一 暗証 番号入力(取 消) 11 10 7

暗証 番号入 カ ー 金額 入力 ・確認一1 14 25

金額確 認1一訂正一金 額恵入 カー金 額確認1 zs

金 額 確 認 一1一 金 額 確 認 一2 8 8

金額確 認2(取 消)一 カ ー ド受取 10 11 5

カ ー ド受取 一 紙幣受 取 8 4

TOTAL 1371801114133

被験者HF
操作内容 練習 000入 力1金 額 訂正 取消

ス ター ト ー 受話器 受取 7 9 7

受話器 受取 一 引 出選 択 3 7 9

引 出選 択 一 カ ー ド挿入 4 4 3

カ ー ド挿入 一 暗証番 号入力(取 消) 9 7 4

暗証番 号入カ ー 金額入 力 ・確認一1 15 29

金額確 認1一訂正一金 額再入カー金額 確認1 14

金 額 確 認 一1一 金 額 確 認 一2 5 6

金額確 認一2(取 消)一 カー ド受取 6 10 5
カ ー ド受取 一 紙幣受取 6 5

TOTAL 68 55191 zs

被験者IM

操作内容 練習 000入 力1金 額訂正 取消
ス ター ト ー 受話器 受取 1319 5

受話器 受取 一 引出選択 10 12 8

引出選 択 一 カー ド挿 入 4 8 6

カー ド挿 入 一 暗証番号 入力(取 消) 11 37 5

暗証番号 入カ ー 金額入 力 ・確認一1 16 71

金額確認1一訂 正一金額 再入カー金額確 認1 12

金 額 確 認 一1一 金 額 確 認 一2 6 7

金額確認 一2(取 消)一 カー ド受取 16 10 4

カー ド受取 一 紙幣受取 3 4

TOTAL 78 791170128

被験者JF

操作内容 練習 000入 力1金 額訂正 取消
スター ト ー 受話器受取 12 13 8

受話器 受取 一 引出選択 16 10 15

引 出 選 択 一 カ ー一ド挿 入 7 8 10

カー ド挿 入 一 暗証 番号入 力(取 消) 14 9 18

暗証番号 入カ ー 金額入力 ・確 認一1 14 50

金額確認1一訂 正一金額再入 カー金額確認1 12

金 額 確 認 一1一 金 額 確 認 一2 9 16

金額確認一z(取 消)一 カー ド受取 11 9 6

カー ド受取 一 紙 幣受取 7 5

TOTAL 97 901132[57
()内 は出金取消の場合

一135一



第22号

Table14-3

被験者KM

神奈川大学心理 ・教育研究論集

ハ ン ドフォン方式による操作項 目別 ・個人別所要時間(全 盲)

操作内容

ll-2

練 習

ロー3-1

000入 力

II-3-3

金 額 訂 正

II-3-4

取 消

スター ト ー 受話器 受取 13 3 10

受話器受取 一 引出選択 4 z 8

引出選択 一 カー ド挿入 8 2 5

カー ド挿入 一 暗証 番号入 力(取 消) 8 14 11

暗 証番号入 カ ー 金 額入 力 ・確認一1 10 21

金 額確認1一訂正一金額再 入カー金額確認1 iz

金 額確認一1一 金額 確認一2 8 4

金 額確認2(取 消)一 カー ド受取 12 12 6

カー ド受取 一 紙幣 受取 9 10

TOTAL 159 72180140

被験者LF
操作内容 練習 000入 力 金額訂正 取消

ス ター ト ー 受話 器受取 60 20 30

受話器 受取 一 引 出選択 10 12 11

引 出選 択 一 カ ー ド挿入 6 6 10

カ ー ド挿入 一 暗証 番号入 力(取 消) 7 6 5

暗証番 号入カ ー 金額 入力 ・確認 一1 11 15

金額確 認1一訂正一金額再入カー金 額確認1 52

金額確 認一1一 金額確認 一2 9 8

金額確認一2(取 消)一 カー ド受取 9 10 9

カー ド受取 一 紙幣 受取 6 5

TOTAL 98 118134 65

被験者MF
操作内容 練習 000入 力 金額訂正 取消

スター ト ー 受話器 受取 12 11 16

受話器 受取 一 引出選択 13 13 11

引出選択 一 カー ド挿 入 9 9 13

カー ド挿 入 一 暗証番号 入力(取 消) 22 28 39

暗証番号入 カ ー 金額入 力 ・確認一1 13 23

金額確認1一訂正一金額 再入カー金額確 認1 32

金額確認一1一 金額確認一2 13 8

金額確認一2(取 消)一 カー ド受取 19 17 2

カー ド受取 一 紙 幣受取 9 5

TOTAL 111 110 146 81

被験者NM
操作内容 練習 000入 力 金額訂正 取消

スター ト ー 受話器受取 0 17 4

受話器受取 一 引出選択 14 8 5

引出選択 一 カー ド挿入 6 7 14

カー ド挿入 一 暗 証番号入 力(取 消) 9 8 11

暗証番号入 カ ー 金 額入力 ・確 認一1 10 11

金額確認1一訂正一金額再入 カー金額確 認1 6

金額確認一1一 金 額確認2 8 4

金額確認一2(取 消)一 カー ド受取 10 12 5

カー ド受取 一 紙 幣受取 S 10

TOTAL 141 62183 39

被験者OM
操作内容 練習 000入 力 金額訂正 取消

スター ト ー 受 話器受取 6 10 8

受話 器受取 一 引出選択 12 6 7

引出選択 一 カー ド挿入 3 7 5

カー ド挿入 一 暗 証番号入 力(取 消) 10 4 9

暗証番号入カ ー 金 額入力 ・確認 一1 8 22

金 額確認1一訂正一金額再入 カー金額確認1 12

金 額確認一1一 金 額確認2 5 7

金 額確認一2(取 消)一 カー ド受取 9 18 5

カー ド受取 一 紙 幣受取 5 4

TOTAL 83 58 90134
()内 は 出金 取消の場合

一136



触覚絵記号 と音声 ガ イ ドを備 えたバ リアフリーATMの 評価

Table14-4ハ ン ドフォ ン方式 による操作項 目別 ・個 人別所 要時 間(全 盲)

被験者PM

操作内容

Il-2

練 習

II-3-1

000入 力

II-3-3

金 額 訂 正

悶一3-4

取 消

スター ト ー 受話 器受取 65 zs 25

受話器受取 一 引出選択 13 11 10

引出選択 一 カ ー ド挿入 8 9 6

カー ド挿入 一 暗証 番号入 力(取 消) 13 13 9

暗証 番号入 カ ー 金額 入力 ・確認 一1 14 zs

金 額確認1一訂正一金額 再入カー金 額確認1 8

金 額確認一1一 金額確 認一2 9 4

金額 確認一2(取 消)一 カー ド受取 10 11 13

カー ド受取 一 紙幣受取 7 5

TOTAL 152 139 11563

被験者QM
操作内容 練習 000入 力 金額訂正 取消

ス ター ト ー 受話器 受取 8 8 8

受話 器受取 一 引出選択 11 10 7

引 出選択 一 カー ド挿 入 7 8 7

カ ー ド挿入 一 暗証番号 入力(取 消) 9 12 26

暗証 番号入 カ ー 金額入 力 ・確認1 14 28

金額確 認1一訂正一金額再 入カー金額確認1 27

金 額 確 認 一1一 金 額 確 認 一2 9 6

金額確認 一2(取 消)一 カー ド受取 11 13 8

カー ド受取 一 紙 幣受取 5 13

TOTAL 107 78 125156

被験者RM
操作内容 練習 000入 力 金額訂正 取消

スタ ー ト ー 受話器受取 8 8 8

受話器受取 一 引出選択 31 30 28

引出選択 一 カー ド挿入 10 a3 8

カー ド挿 入 一 暗 証番号入 力(取 消) 10 9 20

暗証番号 入カ ー 金 額入力 ・確 認一1 10 58

金額確認1一訂 正一金額再入 カー金額確認1 13

金 額 確 認 一1一 金 額 確 認 一2 7 5

金額確認 一2(取 消)一 カー ド受取 14 9 9

カー ド受 取 一 紙 幣受取 4 11

TOTAL 124 94 186 73

被験者SF
操作内容 練習 000入 力 金額訂正 取消

スター ト ー 受話 器受取 13 14112

受話器受取 一 引出選択 z 616

引出選択 一 カー ド挿入 5 213

カー ド挿 入 一 暗証 番号入 力(取 消) 8 6118

暗証番号 入カ ー 金額 入力 ・確 認一1 12 21

金額確認1一訂正一金 額再入 カー金 額確認1 23

金 額 確 認 一1一 金 額 確 認 一2 3 3

金 額確認一2(取 消)一 カ ー ド受取 7 815

カー ド受取 一 紙幣 受取 4 6

TOTAL 72 54 89144

()内 は出金取消の場合
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第22号

Table15

被験 者LVTF

神奈川大学心理 ・教育研究論集

ハ ン ドブオン方式による操作項 目別個人別所要時間(弱 視 ・開眼)

操作内容 練習 000入 力 金額訂正 取消

ス ター ト ー 受話器 受取 3 2 3

受話器受取 一 出金選択 11 12 11

出金 選択 一 カー ド挿入 S 12 4

カ ー ド挿入 一 暗証番 号入 力(取 消) 8 10 12

暗証 番号入 カ ー 金額入 力 ・確 認一1 17 12

金額 確認1一訂正一金額再 入カー金 額確認1 24

金額 確認一1一 金額確 認2 11 9

金額 確認一2(取 消)一 カー ド受取 10 9 5

カー ド受取 一 紙幣受 取 4 4

TOTAL 225169 94 35

被験者LVUM

操作内容 練習 000入 力 金額訂正 取消

スタ ー ト ー 受話器 受取 3

受話器受取 一 出金選択 10

出金選 択 一 カー ド挿入 4

カー ド挿入 一 暗証番 号入力(取 消) 12

暗証番 号入 カ ー 金額入 力 ・確認 一1 27

金額確 認1一訂正一金 額再入 カー金額 確認1

金 額確 認一1一 金額確認 一2 9

金 額確認 一2(取 消)一 カー ド受取 6

カー ド受取 一 紙 幣受取 9

TOTAL 80

被験者LVVF

操作内容 練習 000入 力 金額訂正 取消

スタ ー ト ー 受話器 受取 6

受話器受取 一 出金選択 12

出金選 択 一 カー ド挿 入 7

カー ド挿 入 一 暗 証番号 入力(取 消) 7

暗 証番号 入カ ー 金 額入 力 ・確認一1 16

金 額確認1一訂 正一金額 再入 カー金額確 認1

金 額確認 一1一 金 額確認一2 13

金 額確認 一2(取 消)一 カー ド受取 20

カー ド受取 一 紙 幣受取 5

TOTAL 86

被験者LVWF

操作内容 練習 000入 力 金額訂正 取消

スタ ー ト ー 受 話器 受取 7

受話器受取 一 出金選択 10

出金選択 一 カー ド挿 入 6

カー ド挿 入 一 暗 証番号 入力(取 消) 10

暗 証番号 入カ ー 金 額入 力 ・確認一1 14

金 額確認1一訂 正一金額 再入 カー金額確 認1

金 額確認 一1一 金 額確認一2 6

金 額確認 一2(取 消)一 カー ド受取 11

カー ド受取 一 紙 幣受取 24

TOTAL 88

()内 は出金取消の場合
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触覚絵 記号 と音声 ガイ ドを備 えたバ リア フリーATMの 評価
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Table17ハ ン ドフォン方式による操作項 目別 ・個人別所要時間とその平均値 ・標準偏差(開 眼弱視、閉眼晴眼、開眼晴眼)

ハンドフォンOOO入 力(II-3-1)

操作内審
全盲

AM BFlCM DMIEM FM GF HF IM JF KM LF MF NM OM PM QM RM SF 平均 STD
スタート ー 受話器受取 8 15 10 7 9 14 13 7 13 12 13 60 iz 0 6 65 8 8 13 15.4 17.0
受話器畏取 一 引出選択 8 36 6 8 10 32 b 3 io 16 4 10 13 14 iz 13 11 31 z 12.9 9.7
引出選択 一 カード挿入 11 5 6 6 9 10 10 4 4 7 8 6 9 6 3 8 7 io 5 7.1 ～.3

カー ド挿入 一 暗証醤号入力 6 16 6 5 13 36 11 9 11 14 8 7 zz 9 io 13 9 10 8 tt.7 7.1
暗証番号入カ ー 金額入力 ・確認一1 io 7 10 10 to zz 14 15 16 14 10 it 13 10 8 14 14 io 12 12.3 3.4
金額確認1一 金額碗認一2 7 3 6 3 9 7 8 5 6 9 B 9 13 8 5 9 9 7 3 7.1 z.s
金額確認一2一 カード受取 n 11 9 8 16 f2 10 6 t6 11 iz 9 19 io 9 10 11 14 7 11.1 3.2
カー ド受取 一㎜　一一=一羅幣受取 8 6 7 7 6 4 8 6 3 7 9 6 9 5 5 7 9 4 4 6.3 1.8

TOATAL 69 95 bo 5418611ヨ ～ 6U SSATyeyU アz 118111062 58 139 78194 54 83.9 Z6.7

ハンドフォン000入 力(ll-4-1)
操作 内容

弱視(開 眼)
LVTFlLVUM LWF LVWF 平均 STa

スタート ー 受話器受取 3 3 6 7 4.8 z.,
受話器受取 一 引出選択 11 io 12 10 10.8 1.0
引出選択 一 カード挿入 5 4 7 6 5.5 1.3

カート挿入 一 暗証番号入力(取 消) 8 iz 7 io 9.3 z.z
暗証番号入カ ー 金額入力 ・確認一1 17 27 16 14 18.5 5.8

金額確認一1一 金額確認一2 11 9 13 6 9.8 3.0
金額碗認一2(取 消)一 カー ド受触 io 6 zo 11 11.8 5.9
カード受取 一 縦幣受取 4 9 5 24 io.s 9.3

fOATAL by 5u δ6 5δ ビu,昼 8.S

ハン トフxンOOO入 力(II.3-1)

操作内容
晴眼(閉 眼)

SAM SBMISCF SDF SEM SFF 平均 STD
スター ト ー 受話器受取 6 5 5 5 13 A 6.3 3.3
受話器受取 一 引出選択 12 9 2 3 9 3 6.3 4.2

引出選択 一 カー ト挿入 10 9 19 9 iz 8 11.2 4.1
カード挿入 一 暗鉦雷号入力(取 消) 14 is 14 s 17 6 1a.o 4.8

暗証奮号入カ ー一 金顧入力 ・確認一1 35 45 10 11 79 14 32.3 zzo
金顧確認一1一 金額確認一2 9 22 4 26 6 42 18.2 14.7

金額確認一2{取 消)一 カード受取 io 9 8 tt iz 33 13.6 9.5
カード受取 一 抵幣受取 8 6 3 6 7 5 S.B 1.7

TOATAL 104120 65 // tss 115 ios.o 3Z.3

ハンドブxンOOO入 力(IE-4-1)
操作内讐

賄眼(開 眼}■SAM
S8M SCF SDFlSEM SFF 平均 STD

スタート ー 曼括器受取 4 z 5 z i2 z 2.8 1.3
受語器受取 一 引出選択 S ti 3 16 10 8 9.3 4.3
引出選択 一 カード挿入 4 3 3 z 4 i 2.8 1.2
カー ド挿入 一 暗証番号入力(取 消) 10 6 5 6 8 8 7.5 1.8
暗証番号入カ ー 金翫入力 ・確認一1 io 11 15 T1 io io 11.2 1.9

金額確認一1一 金額確認一2 7 8 4 3 8 4 57 2.3
金額確認一2(取 消)一 カード受取 9 8 8 11 14 zz izo 5.4
カード受取 一 紙幣受取 4 3 3 3 4 3 3.3 o.s

TOATAL 56 SZ 46 56 ao Stl 54.7 S.0

Table18ハ ン ドフ ォン方式 によ る引 出操作平 均所 要時間

ハン ドフォン 練習 全盲

ス ター ト ー 紙 幣 さわる 106

ハ ン ドフ ォン000入 力 全盲 弱視

開眼

晴眼

閉眼

晴眼

開眼
ス ター ト ー 受 話器 受取 15 5 6 3

受話器受取 一 引出選択 73 11 6 9

引 出選択 一 カ ー ド挿入 7 6 11 3

カー ド挿入 一 暗証番号入力 12 9 12 8

暗証 番号 入 カ ー 金額 入 力 ・確 認一1 12 i9 32 11

金額確 認一1一 金額 確認 一2 7 10 1$ 6

金額確 認一2一 カ ー ド受取 11 12 14 12

カー ド受 取 一 紙幣 受取 6 11 6 3

1操 作項 目平均 5 5 7 3

TOTAL 84 81 106 55

ハン ドフォン 金額訂正 全盲

スタ ー ト ー 受話 器受取 11

受話器受取 一 引出選択 10

引出選 択 一 カー ド挿入 9

カー ド挿入 一 暗証番号入力 12

暗 証番 号入 カ ー 金 額 入力 ・確認 一1 26

金 額確 認一1一 訂 正 ・金額 再入 力 ・確認一1 18

金 額確 認一1一 金 額確 認一2 7

金額 確 認一2一 カー ド受取 12

カ ー ド受取 一 紙 幣受 取 6

1操 作項目平均 6

TOTAL 111

ハ ン ドフォン 取消 全盲

ス ター ト ー 受 話器 受取 11

受話器受取 一 引出選択 9

引 出選択 一 カ ー ド挿 入 8

カー ド挿 入 一 取消 33

取消 一 カ ー ド受取 7

1操 作項 目平均 6

TOTAL 47
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Table19

触覚絵記号 と音 声 ガイ ドを備 えたバ リア フリーATMの 評価

通常画面使用、万千入力での出金操作所要時間

通 常画面モ ー ド 万千入力(川 一4-2)

操作項 目

弱視(開 眼)

LVTFLVUM LVVF LVWF 平均 STD

スター ト ー 通帳受取 106,046.0 76.0 129.0
..

36.1

通 常 画 面 モ ー ド 万 千 入 力(lll-4-2)

操 作 項 目

晴眼(開 眼)

SAMSBM SCF SDFSEM SFF 平均 STD

ス ター ト ー 通帳受取 一35
.0 37.0 35.0140.0 53.0 40.0 7.5

通 常 画 面 モ ー ド 万 千 入 力(III-5-2)

操 作 項 目

晴 眼(高 齢 シミュ レー シ ョン)

SAM SBM SCF SDF SEM SFF 平均 STD

ス ター ト ー 通 帳受取 48.0 43.0 41.0 44.0 40.0 47.0
・

3.2

Table20操 作方式別各種取引課題 の総所要 時間

全盲 弱視

閉眼

弱視

開眼

晴眼

閉眼

晴眼

開眼

晴 眼

高齢 シミュ

触覚絵記号 万千入力 160 150 113 169 69 72

000入 力 162 126

金額訂正 X74 129

取消 89 54

ハ ン ドフ ォン 000入 力 84 81 106 55

金額訂正 111

取消 47

通常画面1万 千入力lll8gl40144

Table21操 作方式別各種取引課題の1操 作項 目あた りの所要 時間

全盲 弱視

閉眼

弱視

開眼

晴眼

閉眼

晴眼

開眼

晴 眼

高齢 シミュ

触覚絵記号 万千入力 8 8 6 9 4 4

000入 力 8 6

金額訂正 7 5

取消 7 4

ハ ン ドフォ ン OOO入 力 6 6 8 4

金額訂正 6

取消 6

通常画面i万 千入力Ill611313
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Table25-1ATMへ の誘導 の評価(全 盲)

アプ ローチ 誘導 ブロ ックはあれ ば良 いかi鉦 レれ ないが 、音 をチ 掛 か 旦些 で宣 歪か ら不可 欠で1茎な蔓 、(IKM)一.一_一_.一.....一L-一 」-一.一 一 一一 一L幽 一
1

荊初置場一一..伯 杖や傘を皇てかける場所をマシンの脇r -(IKM)_一 一 一.一 一.一一...一 一一.

方式変換記号 イヤフオ.≧.2セツクプ～ζ間違1>9一ない左型良い 一(BF,CM,一ξ矧).一一.一 一一、 一.一一 一一.一..一 一一一.一 一一

一一!軌 麺 の四 塞せル,.ない方力{即.(IM)一.一 一.一 一..一

一;一

幽一

.7-「 一置 醒

一 「 一 一 一

一

イヤ7オ ン挿 入 ラジオ ・テ=プ セユ「ダ 「など でイヤ フォ≧ 堺 佳 亘;1さな れて いうか ら,一問麺な い.(NM).一 一...一一一一 一 一..一 一 一..一 匿一…:一 皿 ….一 一『一 一

・面 倒 く さ い
.(EM)....一.一.一.....一 一 一一.、....一.一.一.一.一 一..一一..,....一.

.一 一 一 一;雌 を 尉Qが 燦 セ シ 「!{「 ψ 方 力・良 瞳 媛 る.(KM)...一.一__

E

-.一 一.一.圃 一..四..■-■-■ 一π.τ 一「-一 一一「一 「一一 一 「 一 ■ 「 「 「■-.一 一.「..■

1

-一 一,rイ ヤ7オ ≧亙 差 レ込 西で 下 さし旦4、 う指 示 ～!ツセニ ジが ほ しい(EM)一 一 一.一 一一一.一 一

_.、 一一.一.一一i∫～をツ グの塞 まで り.=蚕 線 黛々 募一一(β£)_一 一一..一 一 一一__一.一 一 一...一 一 一 一 一一

一一一 一 一i位 置 が確認 で きないQで2一 しゃが んで操 作。何 か ジ竺 ックの印 がほ しい(」F).一 一....一 一 一.一 一.一.一 一.一 一

一.一 一.一 一 一占 一 一 一.-7.一.圓 闇.響7.層 「}回..一....冒 回F閣.7」.巳}7胴 一.....一 一 一.一.占 一 一 一.

:
_一.一 一 躍 掌的に三≧赴ラストをつけるたφに局 りに凸の輪を付け登越 一逆に窒体起落ζレ込むと良い(CM)一 一 一一 一 一 一.

一 一.一.乎酉にPい てg喬 Ωでa少 り藍≦卦,引 っ込ませるのが良いだろう(IM)..。 一.一 一一一、一一 一 一

一._一.-1使 い慣れているか ら大丈未だが、.塁け旦な迦.ップΩよう」;膨らんでいる塗窪んでいると良い(OM)...._… 一.、 一.-1.一 一 一 一一'….山 一

小さすぎて、平面的で翁からないg.iヤ ックを標準の太いものにし、受け口を出っ張 らせると良い。穴だと分かりにくい(PM)一 一 一 一-■一.τ 　 -一 一 一 一.一 一 一.一 一一 一一 一 『r

-」 一 」.-r-一 一 一i馳 一一 一一 一..一 一 一.

片手 でさせ う位置 が良 眺 て」F)一.一.一 一一...一 一.一 一_、._,、 一一一一一一一一 一一 一 一 一一一一 一一一..一

挿入[1匿 立 画1で娃 な く卓上面 にあ った方 か泉 い巴上 か ら刺す ほ ラ垂三」壷壁や す昼.(CM,GF,.JF). 一 一 一.一 一 一一一 一一 一 「 一 一}■.一

差込ロは横より上に下、うす方が琴i巳.璽題壁⑳下か取消 とか入金の横など(SF)一 一.一 一 一.一_...一..一 一

左耳を使いた!)のでミ乗け口が有側だζ探作レ1三く壁(PM) …_、.一.一 一 暫

Table25-2ATMへ の 誘導の 評価(弱 視)

アプローチ
「.一 」.田.冒 ■-F-.一 一_一 一 幽 「 一■■ 一 一一 一 一 一山 一 一 」一 一 一'一 一"曜 「 一 一 一一 一 一.一 一-一 一 一 一..一 ■-■

荷物章場 . .1見て確認できうので・通帳なζ茸段でもその辺に量壁ていう 一(LVTf)_一 一 一 一 一一一 一.、 一 一.

モ「 ド変換記号 :一 一.一..『 一 一 一 一 一,一 一_.『--、.一 』 一..幽 一.一 一-一 一r--... 冒 「7.-一 一

イヤフオン挿み
■暫 「 一 一

τ

'

,イヤフォンセ 芝ト操作もなれれば大丈夫斥と唾黒う.(」VTF).一.一.一..一 一一一 … 一._..一

イヤ7xン の陣い勝手が簡単になれli鋲音声ζ併用の方が曜実道から,.イヤ7オ ンを僅うか塾セれない一俳yu州).一.。

1穴の場所が分かりにくし、。色」ランプ、去 ラーT一 プなどを付1ち 返づ塾た時恵ですぐに分かうホうにレ左方拶泉蔓 一(LVVF)一

一 山 ・一 一 一
..門 一

音声ガイドは有効だが、イヤフォンを挿すのにもたもたすると、徹うに人がいるときは気が気でない。!fヤフォンを差し込まないでも音声ガイr牽 禍られると良い

,イ ヤ フォン1さ手こず るか ら嫌た(LVUM)

一 一

一

(LV7F)

一

一X54一



触覚絵記号 と音 声 ガイ ドを備 えたバ リアフ リーATMの 評価

Table26-1触 覚絵 記号 の評価(全 盲)

触知性 形が単純で分かり易い(AM)。 両脇の記号は触って分かり、問題ない(BF,QM)。 全体としてまあまあ(CM)
」.」 占 皿 巳.『 一一 一一 一 一.一}一 門}.7■ 」 層 一 昌一 一 一 昌一一1触

って分 か り、問題 ない(BF,DM,EM、LF,MF,NM)一r-「 一一 ㎝ 一一 幽一 一一 一.冒 一一-r冒.---}一 幽 一 一 一 一一 一 一 一

一 一 一`
+、 一=確 認 の◎、 取消の ×は分 か り易い(FM)

,T-一 こ 一_一 一_-一.一.___一______一 一一 一 一 一 一一 一 一 一 一一..__一 一一 一

1確認 、+一 も分 か り易 い し、覚 えれ ば大 丈夫(JF)
一 一 一 ■ 一 幽・.一 ・.圃...■ ・.一 幽.「 幽一 一 一幽 ・一 一 一.一 一 一.一

1だいたい分かった(NECの 研究協力者)(KM)
一 　 一一 一 一 〒 「一　 一一「7-一 一一 一 一　 一 一 一 一一 　 -T　 一 一「 〒　 一 一 一 一 一 幽一 一 一 ・ 一 一一 一'一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一1右は3種 でけだから

、点字のように一つ一つ談まなくて良く、かえって記号の方が良いこともあるかもしれない(KM)
7-一 一 一 一 「 一 一 一 一 一 山一 一一 一一 一 一 一 一 一 一}一 一 一i'一 一 一

.一一 一.一 一.幽 一 圏幽一 幽圃■ 幽.一.・ 一■.U【 「胃 「 四-一-一 　 一 冨 π 　 π 一T-一 一 一一一 一 「 一 一 「一 一 一 一一 一 一「 一 一一T一 一 「 「一 「-.皿.幽 一

,×が身体の向きによってか、はっきり確認できない。+記 号とまぎらわしい。だから反応が遅くなる(GF)
τr一 幽 幽一 「 一 一7-一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一 」 一 山 一一 幽 山 一 一一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一 一」i-一 一 一 一 一一一 一 一 一 一 一 一一7一 一 一

:矢印の矢は少し大きく(CM)
　 一一一 一一一 一 一 』 一 一 一 幽 一一 一 匿r-一 「.「 一-一 　 一 一7r冒 ■ 一 一一 一 一 一一 一一 一``

幽 ■ 「 四. 一(確認)丸 の 中の点 は丸か ど 乏 凝々 問 を塾2て しま う塑r_や め た方 が良 い(CM)._._一._一 一一 一一

二重丸の中のOは 無い方が良いかも。確定だから大きな○の方が良い(EM)
一一 山 一一.■ 一 一　 一 一}『T7----〒 一 一一 一一 一 一 一 一 一 一一一 一 一 一 一 一一 一 一 ● 一 一 一 幽 一一一 一 一 一 一一 一一 一一 一 一 一 一 一 一一 一 一一 一 一一「私な ら

、三角は中抜きの△にする(CM)
-.一「 一 〒-丁 匿7T一 一 一 一 一 一 一 一一 一一 一 一 一 一 一 一 』 占一 一占一 一 一 」一 用 一 」.昌 一 冒 冒 盟,層 一 膠}.,一 一 一 一F-一.,.,一 ■ 「冒「昌F7巳.■ 昌昌 一 ■'

訂正の△は戻れということで左向きの方が良いかな。 どうして右矢印なのか意味不明(FM)
一 一 一 一 一一一r一一 ■ 一 了 了 一一 一一 一一一一 一一 一 一 山 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一 一 一 一 一 一 一 一一 一 一一 一一 一一 一 一 一 一

積極的な姿勢で生活していない人にあわせた記号の形のような笥がする(KM)
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一 一 一 一 一 一一一 一凶 … 一 一 「-一 一-.一 一一一 匿 冒 〒 ■ 一 一一 π 一 〒-.・ 凶

一 一 一 ■ ■ 一 一 一 ■ 一 一■●-「 ■ ■■ 旧 肛-■ π-一 τ 一 一 一 一 一 冨一 一

左手読みなので、右側記号は身体をずらさないとならず、読みにくい(JF)一 一.--〒 -r-一 一 一 一一一一 一 一 一一 一 一一・ 幽 一 一 山 ・.一 一了7-一 一 一 一一 一 一 一一 一 一 一 一 一L-一 一 一一 一一 一 一 一 一一 一 一 一一 一一

確認ボタンは千万の右横にすべき。手をわざわざ上に動かすのは煩わ しい。確認だけでも直接押せるボタンにしてほしい(IM)一 一 一一一一一 一一一 一 一 一 一 一 ・一一 一 一 一 一　 一.一 丁 一一 一 一 一 一一 一 一 一 幽一 一.一 一 幽 一 一

一一 一 一 一 一 一 占 一」 起量 金麩宅i全墜窒 盛 旦」三げ迄 方が 皐～、一一(IM)一._...一_..一_、.......__.

r　 一 一 一 一 一 一一 一 一 　 一 「 ■ 一 一 一一 一 一 一 一 一'・ 一 一'一 一 一 一 一 一 一 一 一一 一 一 ・

良いが、全部の銀行で続一 してほしい(OM)
一 一一 　 一 一 一 山凸一 一一 一一 一L..一 ■ 　 .τ 一-一 一 一 一 一 一 一 一 ・ 一 一一}T　 　一一 冒.}

イメージ 意味づけの説明は不可欠(BF,KM)
..一__τ 一 一 一一 一一一一 一 一一 一 幽 山一 一 一 一 一一一 一---}一-「T一 τ 一 〒-丁 幽一 一 一 一 一 一 一 一 一.■-7一 〒 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

説明が無ければ意味不明。でも、1回 経験すれば大丈夫(」F)一 一 一 一 〒一 一 一 一 一 一 一 圃一 一 一 一 一r--T-一 一 一 一 一 一 一 占 昌 一膠一 」 昌 」7膠.「 闇 一7■

先天盲なので絵記号に不安があったが、イメージとの対応がしやすかったので、分かり易かった(HF)一 一 一 一 一一 一 一 一一 一 ・一 一 一 一 一一 一一 一 一 一 一 一一 一一 一 一 一 一一 幽 一 山 一 一一一一.....一-π ■πT-

1通帳は何だかイメージできないが、そうか閉 じた時には横長か、まあそんなもんですね(CM)一一山 一 一 一 一 一 一 一i一 一一 一 一 一一 一一 一一一 一 一 幽 一 一 一一一 幽　 　 π幽.一 一 「 　 T一

.わりと直感的に理解できそう(KM)万 ・千の位取 りはイメージと結びつかない(KM)
一'『 一「}一 一一1-　 一'一 一一 一一 一一'一 一 田 冨一圏圏 一'-冨 ¶隠'-π … ㎜「■TTπ 一 一T-一 一 一 「 一 一 一 一 一一一一 一一 一 一 一 一一

1分かって しまえば大丈夫(LF)
一 一 一 一 一__-r_r_一 一 一 一 一一 一 一 一'一 一 一 一 一 一 一.一 一 一 一 一 一一 一 一 一 ■匿 一.-一 一 一 一一一 一 一 一 一一

1覚えにくいのはない(QM) 一 一 一 一 昌響 一F.一 一 一.一..一 一 一 一一一一 一 一τ}一 一 一 一 一 一

一 一 一一 　 冒 一 一 一 一一 一 一 一 一一 一」 一一 一 　 冒一 一〒一 一 」唱 ■層一,一 幽 一 幽.圃.r酌.}

訂正と取消が分からないわけではないが、ゴチャゴチャになってしまう(SF)
一 一〒 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一 一

,なまじX印 を知っているから、訂正なのか取消なのか迷う(RM>
-〒 一 一 一P-一 一_7_一__一 占一一 晶巳 ¶,一 一.一 一 一 一一 一 一 一 幽一.「 「-.一 囮 　 聰■.一 ■四「 暫

:万 ・千の位取 りはイメージと結びっかない(KM)
胃,一 一 一 匿 冒 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 凶 一 ・ 幽 一 一 一 一.一 一 一 『 一 一 一 　 一 一 一 一 一 一 一T㎜ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

5訂正の▲はイメージがわかない(CM)
,一 一__一 一,一 一一 一 一-一 一 一 一 一 一 一-一 一 一 一 一 一 幽 一

Vマ ークは何だか分からない(CM,HF)
一 一 一 一_一_r_一 一 一一 一 一 一 一 昌8■,,■,.一 一 ・一幽 ■一 ・π 「.一 一 一一 一 一 」 」 ・'.一 一

コインのマークとお札のマークは意味不明(CM)
一 一一 一 一,_r_.rr--一 一 一 一 一 ■一7-一 一一 一-一 一 丁 一 一 一 一 一'一

1イメージが全然あわず分か らない。覚えても月1回 くらいでは忘れてしまう。分かるのは入金 ・出金くらい(IM)
醒r._一 一_一 山 一 一 一 一 一闇 幽 〒一 一 一 一 一 一 昌 」 」

一

皆さん(晴 眼者 ・研究者)の 感覚で+は 入れて、一は引くなんていうの儲僕 ら盲人`;娃関選ない一(1粉 一 一 一一一一 一 一 一 ■ 一 一,一 一. ・冨 πT

大 き さi大 丈夫(AM、DM,GF,JF,KM,LF,QM,RM、SF)
_---一 一 〒r_一 一 一 一 一 一 一 一rr7-一 一 占 昌.,一 一,一.一 一 一一 一 一一一 一.■ 一 一 ・一一 一...

,非 常 には っき りしていた(FM) 一 一'一 一 一 一 一 一 一 ・一 一一一 一一 一 一 一一一一 」」占 占 一胃昌,一 一}一 一一.一 ・ 旧 ■..-旧 「一 τ 一 一 一

i

」一 一一_一,r-一 一 一一 一 」一 一 幽 一 一 一 一 一 一 一一.一 一 一 一 一-一 一 一 一 」「 「,,.一

坤 途失明の人には、もっとはっきり浮き出た方が良いだろう(IM)_.■-一_一,一 一一 幽___一 幽____一__r一 一一 一 一 一 一一 一一 一 占 ■ ■巳..,一 一 一一 一 一.幽 一 幽一.一.一 一 一 一 一一 一一 一 一 一 一一 一 一

凸高 さ1こ の程 度で 良い(BF,DM、QM)。 低 すぎ ると問題 だ し.高 す ぎる と指を 滑 らせ た ときに引 っ掛か る(BF>
1非常にはっきりしていた(FM)

一 一 一7-一 闇 一 一 一一一一 一一 一 一 一 一 一一 一一 占 一 ・一一 一 幽一 一 一.

1

一 一 一L幽 一-一 一 一一 一 一 一rr_一 山 ・ 一 「一 一一 「 一 一 一 一 占一一 」 占'7一

数字は高さが もう少し高い方が分かり易いのではないか(SF)

Table26-2触 覚絵記号 の評価(弱 視)

触知性 ,単純化された記号なので分かり易く、触っただけで分かった(LVTF)
一 一 一 一 一 一昌 巳 一 昌 一7.一 一 一.一 幽 一 一 一.一 一 ■匿 一 一 一一一一 一 一

一一:綜記号 は問題 な込(ア イマλ クをか けて〉 一(」VVF).._..__.. 一7,「 一 一

i特に難 しい形はない(LVWF)

1記 号は 分か り易 く、違 いは分か った(LVUM) 一 一 一..一 一.一 一 噛 幽 一一 一 一一r-P-一 一 一 一 一一 一 一一」 一 一 幽 ■一 一7--一 一r一 占 一一一 」 昌 昌 島, .・・一 ■..

¶.F7.

:確認の位置ぱ良く、記号が凸なので素阜く押せた。iぢると助かる渉、紀再あ形が必要かどうカ1建間一(LVUM)一

一 一

一 一一` 一 一.--一 一 一 一 一一 一 ・--一 冒冒 　 }一 一 一 一一 一 一 一 一 一 一 一一一 一

一 一 一配列にPい ての説明がなけれ匡自分で〔哩己号を探せない逆も1ゼ劃ない色曜興の◎ζ町正り・冬との間が空きすぎる(LVVF) 一

一一一

一一

一 一r-一-『総

記号 に色 がつ いていれ ば、一更1≒見 やす ≦なる(LVTF)一 一 一 一 一 凹 」

イ メー ジ 訂正が△というのはイメージしにくい(LVVF)
一 一　

一 一 一

山 一一 一 　 一 幽 一 一 一 一 一 一 一 一一 一.」 一.-3蚕いζ言え

ばに拡張あV亘)彦味が秀がらない(LyWF)一.....

一

一

大きさ ・問題はない(しVWF)
覧-`πr--一 一 T一

一 一 一_一 幽一 ■ 一 一 一

普段は触覚を利用 していないので、もう少 し大きい方が良い(LVVF) 一 一'--一 一 一 一 一 糖 冒 一 一 一7-一 一一 一

凸高さ 記号の高さは悪くない(LVUM)
一 一 一一 一 一 一 一 一 一 一

Po9題はな い(LVWF)

普段は触宣を利用 していないので、もう少し高い方が皐い(LyyF)
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Table27-1触 覚絵 記号方 式での 数字、単 位記号 、 リー ド線の評 価(全 盲)

数字 デザインは触覚で分かり易く、良く考えられている(CM)
一 一 一}一 一 一}一 一一 一 一 一 一『 一皿 一 一 一 一一}}一 一 一 一 一 一 一

1

-一 一 一 一 一 一一 一 一 一 一 一 　 一 一 一　 一 一 一 　 7-　 　 }一 一 一 一 一 一 　 　 　 　 冒 皿 一 一 一 一一 一 一 一_　 　 _一 一

5と か6と か間違えるか不安(SF)
一 一一 一 一一 一 一 一 一 一 一 一 一一 一 一一 一 一 ㎜ 一 一 一 一 一 一 『 　}一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一 一 一T一

この 大き さと書体 だ と3,5,6,8,9は 触 覚だ と少 し分か りに くい(BF)
7-一 一 一一 一 一 一'一 一 一 　 醒 　 一 一 一 一一 一 一 一-m圓 一 一-醐 一 一 一

8や9が 分かりにくいので数字はもう一回り大きい方が良い(EM)
一 一 一 一 一 一 一 一 一一 一 一 一 『 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 r-r

-一 一 一 一 一 一 一 一 一一}一 一 一"--"一 一_

1横並び数字も違和感はないが、テンキーの方が慣れていて楽(AM)
一 ～}-一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一}　 一一 一 一 一一_一 一 一_

横並び配列より、電話式テンキーの方が良い(DM)
一 π一一 一 一 一}一 旧 一一 ■ 一 一 一 一 一 一一 一 冒 ■一 一 一 一 一 一一 一_

横一列並びは能率が悪い。手の動きが大きいので人に見られる心配(CM)
一 一 一 一髄 一 一 一},一 用 一 占}占 　 一 一 一 一 一r-_7-__一

」横並 び一一列 は苦手
。1と0か ら右何 番 目、 左何番 目と数えて やった(GF)一一 一 一 一 一 一 凶 一

「 一 一

一

一 一一 国

横並び数字列は5が ポイン トとは限らない。1か ら0ま でのどれかを確認そこから順に数える。手を離すと分からなくなり時間がかかる(JF)
一 一 一 一-一 　 可 　 冨 一 幽 一一 一 一 一 一 一一 一 一一}一 『,一 一一 冒__一 一_一_一 一 一

5の 下の点は意味がない(CM)
一 一一 一 一}一 一 一 一 一 … 一 一一 一}　 一 一 一 一__一 一__一

一 一}一 一 一 一 一 一 一 一 丁一一 　『 一 一 丁 一　 一 一}一 一 一 一 一一 一山 一 一 一 一 一}　 一 一 一 一 一 一 一一 一 一 一 一

自分はどちらでも良いが、先天盲のために点字も必要(KM)
一 一 一 一 一}　 一 一 一 一 一 一 一 一一 一 一 〒_

点字が良いというわけではないが、全部でなくても1、5、0に は点字もあった方が良いかもしれない(MF)一 一 一 一 一 一 一 一 一 　 　 一一 一

一一一1数 字を知っているのは中途失明。点字を卸ってい35人画に9」9鰯禮迦ら業字を菊持す≦きだ力三し文寧 を知っていても触掌で読めるかどうか(NM)一

万 ・千 自分は押す回数が少ない方が良いから万 ・千を使う(qM)一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 　 一 一 一 一 一 一 『 冒

一}一 一 山 一 一 一 』 一 』 一 一 一 一 一7-一 一 一 一 一 一 一{閥 ¶ π{一 一 一 『 一 一_一 一__一 一 一 一 皿 一 一一 一 一

使いにくいということはないが、000の 方が良い(LF)r一 一 一 ㎜ 一一 　 　 一 一 一 　 『 　 一 一 一 一 一 一 一 一T-一 一 一一 一 一_囎 一 一__

:o並 びと両方あった方が良い(QM)
〒 一 一 　 一 　 }一 　 圏 一 一 一 一 一 一 　 一 一 一 一 一 一____一_一 一 『 丁旧 四"一 一

一}一 ■　 一 一 一r　 一}一 　 一一 一 一 一一 一 一 一 一 一 一 一 皿}一 一 一 一 一 一 一 一 丁 一 一 一__一

模 字を書いた方が良い(!M)一 一 一 一 一 一 一一 一 一 一 一 一 一}一 一 一 一 一一 一 一 一 一 一 一 一 一一 一 一 一_一

一 一 ト欝 の 形 で も(FM)一_一 一一一_._.一 一 一 一.一 一 一..1-

(万は04つ 、千は03つ のデザインについて)む しろ、その方が良い(FM)
〒 一 一 一 一『 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 層 貼 晶 一

一 一 一 　 嗣 罰一 　 一 『 　 一 『 一 一 　 一 一 馴醒 一 一 τ 刊 一 π 一 一 一 一 一 一一 一 一 一 一 一一 一 一 一 一1やり
つければ分かるけれど点字のほうが良い(KM)

一}一 山 一 一 一 　 一}　 　 一 一　 一…r一 一 一 τ 幽 一 一}一 一 一 一 一 一

一 一 一}一 一 　 一}㎝ 皿 凶 一 　 一皿 … 一 一 　 --一 一 一 一 一r}一}凹 一 一 一 一_一_____一 一_

札についているマークは全然使わない(FM,IM)一 一 一 一 一 一 一 一 一 胃 一 一 一 一 一 一 一 一F一 旧 響 一 占 一一_一______一 一_

リー ド線1あ れ は無い と困る(AM)『 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一-一 一コ"一 幽 一 一一 幽 一 一r一 覧 巳一 占　 一 一 一_一 一__一 一_一 一___

分かった。あった方が良い(KM,LF,MF)ボ タンの作動範囲が広 いので無くても大丈夫(MF>
　 『 一}一}　 一 一}皿 一 一 一 一n』 一 一 一 一 四 一 一 一一,鳳 一 ¶ 一 巳凹 一 一 一_____一_一

躍

非常に良いと思う(OM)
一 一一 一 一 一 一一 幽 一 一 　 一一一 一 一 一 一 一 一 一 　 一 一 一 一__ 一_-_

1気づかなかったが、あった方が良い(NF)
一 一 ー コー 腫}}一 　 -羽 一 ■　 圏 一 　 一 一一 一四一 一 一 一 一 闘}闇 一1使わなか

ったが、あった方が良い(QM)
一 一 一一 一 一 一 一 一 一}甲 一 一 『-r--

1意識の度合いは低いが、あると助かる。よけいなス トレスがかからない(FM)一 一一 一 一一一 一 一 一 一 一 一一 一 一 需 胴 国 回 開』 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一______ 一 一 一一-_一 一_一 一

自分は使わなかったが、中途失明の人はあれが無いといやだと言うかもしれない(IM)一一 旧n四 一 一 一 一 胃 隔 昌 ■ 一一 一 一 一_一 一 一 一 一__一_一_一 一 一一 一 一

トー 閥 一 　 捌 胃 一 一 占 一 占一一}皿 ■ 皿 凸 圏 呂 一 一 一 一 而 一 一 一 一 一 一 一_一 一一_

気が付かず、使わなかった(RM)一 一 一 一FF}}一 一 一,一 闇 一 一 一 一 一 一 一 一 一__　 _一 一一 一 一 一 一 一___一

全 然気づ かなか った(DM,FM、GF,MF,IM、 」F)一 一 一 一一 一一 一 一一 一 一 一 一一 一 四 四 』 一 　 一 一 一 一 一 一 一 一}}　 -

1ボタンの作動範囲が広いので無くても大丈夫(MF)
一 一 一 一 一 一 層 一 一一 一 一 一 一 一 一 幽 一 一一 一 一 一 一 一}一 門 囚 一 一 占 占 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一-_____一 一___一

一 ∬ 圏 一u-■ 一 一 一 一 一 ㎜ ㎜-m一 ■ ロ ー 一 一 一 一 一 一 一一 一 一 一 一 　 一

少し太い方が、見落とさず良いかもしれない(BF)一 一 一 一 一 一 一一 一一 一 一 一 一一 一 一一 一 一 一 回 一F-一 一 一 一 　 一}一 冒 一 一

Table27-2数 字、単 位記号 、 リー ド線 の評価(弱 視)

数字 数字はきれい(LVUM)
一一 一 一 幽 一}一 一 一 一一 一 一 一 幽 一 ■ 一 一 一 昌一晶 占昌一 一 一 一 一 一 一 一 一 旧 一 一 〔}

Tコ ー -一 一 一 一 }一 一 一 一 一 一 一 『 一 『 一 一一 一

17は 問題ないが、8や6は 触覚で分かるのは多少問題。一 一 一一 7を 基準に右左に数えて作業した(LVTF)
■ π T-一 一一 圏一 一 一 一 一一 一 一 胃 一 一 一 一一 占一 一 一 一 一 一 一 一 一 　 一 一 一 一

2、3,5,6,8,9な ど丸み のある 数字 は分か りづ らいet、一 4、7を 手掛か りにする(LVVF)
一 一 囮-　 一 一 一 　 一 　 幽 一 一}騨 一}一 一 一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 『 一 一 一 一 一

全盲の方は数字の形が分かるが、私は7だ けが分かれば充分a数 字列が3つ のバー トに分かれていたのが良かった (LVUM)駅 一 闇 占 一 一 一 一 一}一 一7一,}一 一}一 一 一一 一 闇 ¶ 一 一 　 一

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一

一 一 一 一 『 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 醒r　 　 国 　- 一

一一 腰 一 一 一 麗 一 一 凶

123と456と の間が 空い てい たので 、使 い易か った(LVUM)
一一 一 一 一 一 一 一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

1数字のプロソク分けには気づかなかったが、分かれていることは良い一'一}一 (LVWF)一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 刊}一 　 暫 一

1横並び数字に抵抗はない(LVUM)
一 一 一 一 一 一 一一 一 一 一 一 一一一一

F 一 … 一 一 一 丁 一 一n-一 一 一1横並びより電卓式の方が使い慣れている(LVVF)
一 一 一 一一 一 一 一 一 π 一F}冒 一 一 巳一 一 　 }

万 ・千 0の 反応が悪かったので、万 ・千を使 うかな?(LVUM)
}一 一 　 一 一 一 一 一一 一一

リー ド線 頼 りにした(LVWF)一 肛 一 一 一 一 一 一 一 一 一 層 … 一 一 一 騨 }-F響 冒 一 凸 昌F-一 占 一

一 7 一 田■ 一 一 躍 一

あれば良いと思っていたが、気づかなかった。 リー ド線をもっと分かり易 くした方が良い(LVVF)一 一一一 一 一一 一 』 珊 『 π 旧一 一 兀 一 一

全然気づかなかった。使わなかった(LVUM)
一 一一n 一 T■ 一 一
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触覚絵記 号 と音声 ガイ ドを備 えたバ リアフ リーATMの 評価

Table28-1音 声 関係の評価(全 盲)

発 話 速 度 幽良 い(AF、DM,FM,GF,HF,JF,MF,QM,SF)
一 一 一 一 一 一一一 冒一一 一一一 一 一-.一 一 　 冨-一 　 一 一一 一 一一 一 τ 一一 一 一 一一 幽一一 一幽 　一---冒 　 .「.7-一 一 一 一 一 一 一 一

1

.あ れで 良いが、 も うち ょっと早 くて も良い(EM,LF)
冨一 ■ 冨「.■ ■一「.一 可 τU■ ■ 【圏`一 ■一 ■圏■ 冨冨【■ ■-一"-.一 旧一 一τ 一 一T.一 一一 一 一.一.」 一 』 一一』.一 ・ 一 一

やや遅い(OM)一 一 一一一....一.一 一一.幽.・ 一 一.一 一 一一 國 一・..一 一.一..一..一 一 一一 一 一 ■ 一 ・...一 ・.n「.「 「 一 ■一 τ 一..一 一 一 一

ちょっとのんび りしすぎてる気もする(PM)
一一 一 一一.・ 一 國 一..一.一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一.一 一

もっとリズミカルに、普通の会話のスピー ドで言った方が良い(NM)
一 一一 一一 ■ 一一 一一一 一 一一.幽一.一 一 一 一 ● 一 一 ■ ● ■■一.■ 一 一T[「 一一r--一 一一 一一 一一 一..一一一 一 一 一一.一 一 一 一 一 一・一一一 一 一..

.一.一 一一 一、慣れ れ ぽ胆 延び レ左竪 レ㌧ も 〉少 レ速 ≦て至 良塑≦.込 血 墨鮭 迭一リ切 起エ亘 くg～エ旦 翠 ζ些 、(BF).一.一.一 一一 一..一

_一 一 一一一.一 一に「暗 証番号 を押 して 下さ い」 茎で壁Lも 互少 」づ連」くて も皇」塾(JF)._、...一....一......_.

言葉 と言葉 の間 が空 きすぎ(CM).一 一一.,.一 一...一_一 一一_」.一_一 一 「一__一 一_一 一 一 一 一.一 一 一 一.占.'巳 昌8膠 膠.一}一.一 一.一 一 冒 一

遅くてじれ ったい。3段 くらいの速度切り替えができると良い(NM)
」山L_一 一 一._r_r__.-一_-r.　 _-_7皿7.一 一.一 一 一 一一 一 一.一.一 一 一一 一 」一一一.」,一,「 膠.一 一 一.一 一一.一

一.一 一 一山一 幽 一一 一一 一i■ 」一

一 一 一 一一.一一 一 一 一 一一 一.一 一 一.

一 一 一 一 一

7一 一 一 一 一 一 一

1

-一.」 旧・

一一 一.一 一 一 一

■π ■【rrrτ 一.一..一 一一一冒一 一一.一

音}音 質など1音 質 は良 い。充 分(DM、GF,HF、 」F,LF,NM、OM,PM)
一一 一 一 一 ・ 一一 一 」}-凋 一 　 一 　π 一 一

1

!音質はまあまあです(QM)
一 動 一 一一 一 一 一一'一一幽 一 一一 一一 一'.一 一.'一.一 一 一 幽.一 一 一L・ 一 冒.一 一 一 一.一 一一 一.山 ・ 一 一 一 「「 罰 一 一 一 一 一7.

,和声 は良 く、音 切れ も良い(BF)一 一 一一 一一一 一一 一一一 一 凶 一 一幽 一 ■ ● 一●一 一凹 ● 一 「一 一 一-冒 一 一.一 」 一 幽 一 一 ■一■ 幽閲一7--■-7-一 一一-一rr一 一

一 一 一L-一.」 一一 一.一.幽 一 一一 一 一.一 一 一一 一一 ・.一 一一 幽一一 一 一 「 一 了 一 一 一一.一 一一.'10万 と9万が聞き分けにくか
った。アナウンサーの様なサラッとした話し方が良い(AM)

一 一 一 一一 一 一 一・ 山 一 一.一 一 一 一幽一"-一 一 一 一 丁一 一.一 一 一 一

2円 がイエン等、聞き取りにくい部分がある(EM)
冒__一 一 一一.一 一一 一 一 一 一 一 一一一 一.一 　 一-一 「罰 ㎜」一一

聞き取りにくい。機械音 ・合成音ではなく、人声を録音して合成する方が良い(M)
___一 一 一 一.一 一 」幽幽一一一.--■--『-『 一 一 一一 一 一一 一.一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一 一 一

1人によっては少し低くないと聞き取りにくい(MF)一一一 一 一一 一 一.一 一.一.一__一_一 一_一_.一 山____闇_T__.一 一 一 一一一_一.一 一』 一.一.一 「 一 一 「一 一 一 一 一..一 一 一'一 ・一 一 一 一

(BF)

1'

一 一.

7甲}一 一.一

一 一 一一 山L一

キー入力時のピッ音は聴力に個人差があるので少 し長目が良い
..r_暫 π1-1冨 一 一一「「-Trr-一 一 一一-汀 πTr-.一 一 一一 一 一 一.一 一一一 一一 一.一 一 一 一 一 一 一L}㎜ 一 　 一〒 一τ 一一一 一 一 一 一一.一.一 一¶ 一一 一 一.一 一

一.一.一 ・一 一}胃-一 一 一..一 一 一 一.一.一.一 一一 　 ¶ 冒.　 一 一 丁冒..一一 一 一..一 一 暫 一 一 噛 暫 一 用 一「暫暫 一T冨1.一 一.一 一 一

i小 さい。実 際場面 で はノイ ズも あ り、音が小 さす ぎる(BF,CM,DM,EM、OM)
「T-一 一 一 一 一 幽 山 ・ 一.一 一一 一 ・ 一 一 ・ 一 一一一 一

「 一 一 一 一一 一 一 一..一 」 一 一 一.一 一 一 一 一 一 一 一.一.

一 ●F■一一 一 一 一一一 ■ 一 一■■ 一 幽 圃...「-一 一 冨　 冨 厄「 　 一 一 一 一一1音量をイヤフォンジャ
ックの近くで変えられる様にすると良い(PM)一一 一一_〒-T一 層r.一一 一 一一一一 一 一占 一 昌占 一 一 一一

1

発話内容 ・頻度 特 に問題な い(BF、KM,LF、MF) -.　 7.一 一一 一.一 一.r-.一-一 『　 「一 一　 一 一 一一 一.

r.一.一 一 一

一一 層 一 一一 一.一L巳.一 一一 一 一 一 一 一

_一 冒____T.一 一r一 一 一 膠 膠 一一 一 一...一...-π 一 一 一.一 一 一 一 一一.-「 一..一 一-一 一

:

一一____一 一一 一 一 ト ー 一 巳L-一 一.一 一.・ 一 ■ 　 」.一 一一 一 一 一一一 冒 一 　「　 『 一.一 一　 一 一一 一 一.7

19円 、93円 は 変。9,3な ど押 した キー に関 してのみ のエ コーバ ックで あるべ き(CM,OM)幽一 一.一 一 一 一 一.一 ■T「 一 一一 一 一 一 一 一 一 一一 一 一

i一連の文章の途中で切ると、内容を聞き取りにくい 「 一.一 一 一 一一 一.一 一.一一 一一 一一 「 一 一幽一'一 一-一㎜ 一一

一 一 一

一-一 一 一一一丁一 一 一,一 一 一.

旨一L.一 ■　--.一 一 　 一「

一一 一 一 一.一 一1

-一 一 一 一.一 一一

-.一 一

一 一 一

-一 冒.一.一

.一一 一 一一一 一占 一{一.一 巳一 一 一昌.

(OM)一 ■匿-一_■..一 一 一 一..一 一 一占　 一 占 』 一」」'一 昌'甲一.響77-一.一.一 一.幽 一囮 ■}冨 一

iなれてくると、いちいちの説明がまどろっこしい(PM)
___.r-__一 一 一 一 一一 一.一 一 」.占 一..,}一,一 ■"一 一 一.一一 一一一 　 一一 一 一一 一 一一 一.

多すぎ至隻まζ一φて説明できないものか。慣1匹て凸.髄す塗摩が垂≦庭…塾昼 嗣題ないのかも惣れない逆 、.廻M)一一一一一

1暗証番号も復唱してくれた方が良い(LF)_7一7-一 一.r-'.冒 一r-r7τ..一L邑 一 占 」 昌一 層 昌」.』 膠 巳 一,一一 一 一一一 一 幽冒 一 『　 『-1}　 『 　 一 一 一 一 一 一一一.一 一一一 一 一

カード挿入後の無言に戸惑う(JF)
一 一 一 一 一 一 一 一_一 一 一 一 一__.一 一_屠 一_--一 眉_r-一 山一 一 一 一 昌.昌 冒」.」 一 一 ■「 」

「訂正」時、何をどう訂正するのか具体的に指示する君葉が必要(FM、MF)
rT-一 一 一山 一一.一 一___一 一 一一 一 一 一 一 」 一 一 匿 〒 一一7-一 一 ¶ 一'昌,F}.一 一..一.

取消 操作で 取引 が終 了 した とき 、カ ー ドが 出て くるが 、メ ッセージが なか ったe取 り忘れが 不安(DM,JF) .、、..一_--7-一 一L'一 凹 一一 「 一 幽一-一 一 一 一 一冒「「 一一一.一 一 一 ・ 一一一 「 一一 　 一一 一

一一[聖消」押 しの墨 無言側お客様なのなか ら 「力ニ ド窒翅聖り下さい凱 と貫?工 重れた方斑艮い.(FM)一

操作終了時、これでおしまいだからイヤフォン外 して良いという合図として、何か～くッ堂「ジカ1多葺.一(QM).一 一一一 一r胃 一一.-r_r.一.一 一.-π 　 一一一　 ---一.一 山」一 一 ・ 一 」一 一 　「-

Table28-2音 声 関係の評価(弱 視)

.髪量麹 匿_..-L皇 賎 速 く も迎 く うない{LVUM)一._一.一.一 一_一

1丁度良い(LVWF) 一.一 一 一._一 一一 一 一 一 一 一一 一,一 一 一 一一.一 一.一 一 一.一 一 一.L--T-一

一 一 一 一_一__.1『 一 一._一_『 一『.一.一.一 一 一.__

一.一一_.一 全 体に運 弘 享ζ うつ;レ しΣ(LVVF)一.,..一_.-

1

童 旦 ・一章箕 な 《茎.i聞 き易 か?た(』WF}_一 一,..一 一一一 一_,..

… 一 一 、ll萱 通(」yWF).…...一...一 一_,..一.一 一一 一 一.,

…_1.一 一 一.-r-一.一_一.一 一 一 占.一 占 一 昌 一

一 一.一.1イ ヤ シォ ンを使 うの か嫌な りで 、音 をな ～読 三一ζ塑坦 来れば 良塾(LVUM)一_一 一=凹 町丁'〒

:

発話内容L蝿 度 .一 豊 段使 って いるii'Jコ.ン よ旦坐 防き 易塾 一一(」VUM)..一 一...一.,一.._....一 「T.一 一

...一 一必 票な;≧{ま 喋 って い牟み を いだ0内 餐 も参か り易 い(LVVF)._、.一 一

分か り易い(LVWF) 一_一 一丁一 π 一r一

一-一.--『 一

If万 」 が 「ミャ ン」と聞 こえた(LVUM)

一.1_:辮 飼 あ1ケー 曲 輌 でlotaぐf∵1'を ・∵ の方か即(LWF).一 一

_一-._一 一 幽-■ 一一一 一 「一'凹1

利用金額匿何回も聞きたい。_う うユ 園聞責庫したいとき僻ζ,す 筍のか?利 用金額ζ珪高1さ「一 一 一

一.「 一.,暗 証電号のダブル確翠1≠必票(」VWF)一

一 一-嗣.一 一 ■ 「 一一

1触掌記号説明の堂きに、画画の周囲ではな区 画面1⊆単Pエ レ塞うか もし打ない(LWF) 、

一 一.墨 帳 口やヵ 一.ドロ1鞭 い慣れて も、るので 、音声 案内 を手遡}り にレて～婁 し、(LWF)、 一
し

発生をイミング:切 り替冬の反応執遅≪a.G. .タイミングは皐いと思う(LVUM)一 一
1

一 一r

.少し遅れている。特 に暗誕番号あとQタ イミング 蟹々 かった(LVVF)

,早い操作にタイミングがっいて これるのか(」VWF)

(しVUM)
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Table29-1音 声発 生タイ ミ ング、その 他の 評価(全 盲)

発生タイミング 分かり切1?て塾ると室にメッセ=ジ をスキップ して次の操作に移れる患は1葦い.(FM)

一音切れは良い。.待つのはいや.(HF)

テ ンキーを押すごとのピッピッ音は有効(FM)

、.音切れの問題。音声ガイド中の万.』千および金額入力が受け付けられず待たされた(AM,CM)

金額丞力時の座答章耕運いたφ、戸盛2た(DM,GF,KM)押 し直 しによって桁が違 って しまった .,(DM,KM)
1ハン ドフォン式で致寄込力壁、入ヵしているのにさっきの続きのメッセ「ジ 拶ながれている(EM)

.残塵辺メッセー彰を聞き逃す…とのないタイミングで、残高説明を入れて、(⊆M).

1残高が間き取 りにくい0札 を数えう音を小さく丈登塑、残 高通知章のタイ.ミング壼ず らす堂塵い.(QM).

..残庫通B声 墜逗蝿璽～出工くゑ前 触覚緩記号式の章声位置り万塑良い(SF)

;イヤ7オ ンを挿 して直ぐで嫉なく、界夕一 トtgiを 押したら最初のガイ ドが始まうよう.⊆」ζな方が良い(R

.押すのに祭中するから、..押してから次のメッセー羽に気を書竺るたφ1≡時間が必要だから タイミングがもラちょ?と 運いほうが良い(PM) .

リピー ト機能があると良い。残高の再確調なζ(FM) 、

Table29-2音 声 発生 タイ ミング、 その他 の評価(弱 視)

晃生タイミング .切り賛えの反応も遅 くなく、タイミングは良いと思 う(』VUM)
一 」 一 一 一.一 一 .・ ■ 一.■ 冒 ■「甲圃.F「 一 一 層 」 一一.一 一 一 一 一 　 '一 一 一 一 国.一 一 一.一一r.一.-r幽`・_

T一.

1少し遅れている。特に暗証番号あとのタイミングが遅かった(LVVF)
一二'

,

.囲層 嘱.一.

一 一

.一 一 一.一 一「.一 皿

一 一「}一 「n幽-一 」.'

一.一了..一 【「

一.,早塾埋作にをゴミ.≧グカリliて;れ るのか..(f.VWF).一 一 「 一 一 一 一一 甲
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触覚絵記号 と音声 ガイ ドを備 えたバ リアフ リーATMの 評価

Table30-T触 覚絵記 号方式の有 効性(全 盲)

この み ㌔いにdl一 で行 ってみ っ 、よ い っ凧 に 塞る0、 まLxそ っA『充分 に
実用τじ耐え る 」'一行 員 によ「る 記号 説 明が 必 要 昌昌(DM).『 一… 『'一 一一-."一一一…… 』一一一一一 『… 一一 一一一一一　….一 一一　}』 』一一一…一一一一一… 一'一;募蕩 姦 璽 鏡 じ

誓誓1響1ラ瓦噸 曼=毎噸 躍 う(GF).'一一.ここ=二 ニーL一二 二二 ニニτ 二二∵'一
;使える可能伽ば7　ものすごてあ』ります.((ZM)　 ''''''"一 一一一一一一一　… 一一一一　了-〒}『一`一.㎝ 一　…一山一一　一一…

(このヱ シンカ「店頭に出回?た ら)一助かります。すごく助かサますoCa!1-管 理が出 来るど書う11こぼ絶対i藁件だがち開(JF)一 一一.一.『一

毎 掌絵胆号¢と互塑好きです圭辿。連 くで掛るニレ1致 皇の間隔が離れでいで押 し間違えが無τて 一音声のラそ=「ド7弱互 示謬るなとで…(E齢 一'`

_:テ ≧キτ些 担び ・一チ隻軌登す範固力砿 く・ス ピー.ドダゲンにうながるてNMプ}二 ㎜}『'二二一一一一一}"一 一一 『一…一一 皿一『…… 一 一　
今あるマシンは対応していないのでこあ五慮 勿論使づ一(oM)… ㎝… 一 一一…'一'慣れれ耳出来うと思 う

e使 えるが 」一時間がが炉リミズをしぞう(RM)…''慣れれば何とか使える一(
PM)7-一 一一.一 『『'可 「.-''荊手環空野で肩る再が大事
。7ヤ フォンでボタン操作め方が良い(SF)'"

囹 の匙㊧中g夕 玩ヨ 毬 ル却り1一一ζ拠 ≠ξて昼有臨 一輿.、匿ず1-lsDπ 二 、

、少な ≦と1も皇 閉乏 パ主 ルか使 え る ξい.う点 で ぼ良 い、確 かiこ工 夫 され で ば廓 る(BF),

,押Lた 感 じが な いか らタ ッチバネ ルは いや 。実 際 にほ他 にな駆 かち 使 う(IM)『 　

-6藝 ぽ陣 う;満 足 でず 酷一(LF).一 一'.一 一7-一"一 一一 一-　'一 一一 　7'一

;一ターッテバネル操作をレなければな らな帆な らL相 当‡夫されていて今のが』番よいと思うが「煩雑。一手を動がず範囲が広すぎる.(KM)　 '

一を2乏 可鱗 働f広 墜9で タ艶刃 くネルの方塀 考・郎 惣 卸 心 刃ユ㊥ 一τ.ニー7「二 ニ ー一こ 一一一…"一 一一『 『…一一一一一一 … 一 一一了

一功 途糊 者は・1明 ζ菖弓号興 味≒自分の雛 を革の,で組み合わせるのグ事責り中1詠 つτと、勃 癌L祖 笙墜豊煮1三融をン表 毬 ヲレ示肩示颪 セ 齢敏まで垂な、、(RM}

・使 い勝季1こお いてタッチパネルそめ もめば良いもめでfまない(BF)一 冒.『-』 一一.一 『一『…一…一一一一 　一 　一一一　一一}'"一"『

窃 撚 憲㌢膠 謝 鴇僻 震激 雲箔・i綬聡 屠麗 幾 匿モ幾 差 讐"欝 歴 爆 で塑 鰹 塑1三仁遡 聯 鯉
,ハンド7量ンもヂが華がるとUう欠点があるから「.な珂ぢゆ客億触裳給記号茄ヰξ1どぢξ厩 東亘ζ両言茎な塾コE凹Σ三三=τ二lL -一　 1:

!倖い物 にな らないとは言わないが、岩上が変な物を支持 してきたといわれたくない一`(NM)一.一

一、う?φ{り㎏って レ垂う亙り∫画が触うて作塾「しτ しまうた りφ誤作動が心配、昌いや一(NM、RM)

神 ず範 囲が 広 いめで 時間 が遅く な り、 ミス も多 くな る(OM)一.『1'一"　 '『 一…昌'.一 一一一.…一 一一一

覚 え るごと ぽ ど制 約 が多 く、'基本的 に支 持で きtaco.(NM)一 　 　 一'』.一 一一一　}'一"一 一"『 冒'

.,タ ンチ パネ ル 超触 る だけ とい ラのは 甲 る。探 うて確 認 ず るのだ か ら、尽 牙 シζタ7チ レ なけれ ぼなち な百 のほ だあ(QM}

1記号1万下に点字力{ヂゴ不チ ョイとうじ{ていたら良い(qM)

Table30-2触 覚 絵記号 方式の 有効性(弱 視)

郁 :マイナスが引出と っただけで分かった。それに 声が ロわり,い れたので眼で 認せ に を行ったLVTFi
触覚記再は有効P楽 』一確認を棄早く}甲す蔓 とかで き葦一二(⊆VUM)二 .-… 一一 一… 一一 『　… … 一一:触覚絵e

n己0は有動で・早〈$部 のマジンに付けで欲 しい(LVVNF)一.一 一i皿 冒

、触覚は手掛かりになるでしょうね(OVUM)"一"『'一 』
、まあまφ僅冬毒 画面が視覚で1ま分か らなかう斥とき{P補佐ど1して。無 い歩 り!ま.手掛かりにな蚕 一二(LV>F)

:触覚対応画面七D方が1通 常画面よ一り覚やすい(LVUM)一 昌一 一 山.一 一　触 覚絵笥己号
モードは㌃画面が木きく.コシトラ ろトヵ!l弍p考.リレτいて、一脊声もあるめで良ly(LVTF)

…画面がぎれい、麩字も見やすいので触掌を頼らなくて済む(LVUM) 一_一 一一一1一㌃、!通常画画がも
ρζ見づ1…ζ、∴かつ間違いなく触覚噂面牽使,(LVUM)一 一一一 一_.

蝕覚ほ余り使わない。覚えたら見た方が早い。全部め鎮行が1訂じにならたら良いけれど(LVTF)一 一.

:評価1ま7段 階の ∫やや良い∫一です。7数字は良いが;記 号たずることは霊ごまで巫婁なのが『一ζL▽UM)

.慣れない甘し}か,触覚の時は不安がある。特に暗証番号などは不安…(LV▽F)… 【… 一'一 一'層一'

Table31触 覚絵 記号方式 と通常画 面方式 との比較(弱)

視覚の利用

通常画面と

覚e記 号対

画面の)ま では分か5な かったけと、固まりとして形の きさ、 ・番目に手がいるかは視見で

あの位の大きさだpた ら触覚絵記号よりもビ見て使 う。眺めるうて感 じセず 一(LWF):ー
ボタ7式 マシンのときは視覚は使わなql(LVWF) ..-

見 記号対 ・画面の比x
.通常画面の文字を使って操作できた(LVWF)

1通常画面の情報は全部小さすぎる。よけいな情報をカットし、『画面をすっきりと1必 妻な情報を大き一く表示ずる

画面

触覚 画面 の方が よ く分 か った(LVVF)亨

画面 が木 き く、 コ ン トラス トが高 いφで 良い、 音声 もあ る し(LVTF)

、コン トラス トがはっきりしていて全部これにして欲 しい。数字に四角で文字が何か書いてあるようだった,罵 背景、白文字が一番見やす5

・は視覚で確認できた(LVVF)
凸.一 一 一rr- 一

一 幽

一 冒 一 一 一 一 一T-・ .

冒.一'幽 一一u訂 丁 一

報を木ξく表示すう(LVVF)

一.一 一
,罵 背景、白文字が一番見やすい(LVWF)一一
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Table32-1ハ ン ドフ ォン方式の有効 性 (全盲)

.や り易か ったAM。 に.5段 の5KM… 一… 一一____一 一一一一.一一_.__一..一__一 一_一._一..一 一一一_一 一一.一一一一一…一一_一 一.一一一_
1良 い。音 声で確 認で きて覧本 当 に画期的(LF)__..一 一一一一__一 一一一一..一__一 一..一'一『.『一π;'憤i匠て 《杭1ぽ途1中1

～藝塑 立 幽 がず量後1≡壁 麺!でさ 茎 左 ∠Σ≧二韮z互 三で一⊆娃文 旬一墜な い(IM)一 一.一_一一一_.、 一一 一一一_一_一 一一一一一__.… 一一.國"…
;は るか に簡単 に出来 ると思 う(RM)一 一一一一.__一 一一一一一.___一 一一一一__,._._
「阜 さをか んが えれば ハ ン ドフ ォンの方が 速い(HF)

一一一一._.、__._.___..一 一一一_.一."一 南虫覚 武 も問題な て便翼=る董{⊂三
/¥%}1!2」 す一≧望≧友2妊理撃重些≡慣 遭隻て」1△至 力、ξ摩憂≦瑳壷⊆と.一一く旦D__.__._一__一.___一.一_一 一__,一__一 一_一一_一_.一 一一..一 一一

二.∬皿二'll轡謬 鍛葺麟 募難嘉趨磐黙麺蛋鵡嚢離壷鍵婁雛繋叢鎧鍵 雲鑑謎轟⑳こ二二二=
一'　 一∴て域 箭め ポタ シ弐 に圧尺ぞ も∫-iii下 ラ芽 シが=蕃 頁 〔

、か も しれな い。聞 く もの と押す ものが 一体 にな って いて、12個 の範 囲で選 択肢 を声で

一._一 一_...L行 ユて× れる か らL一初 めて の機械 でも迷 わず使 える 」CMl__...一_一.一 一 一..一_..一 一一一一_一一,一一一._._一 …___..一._一 一_,._..…(DM)
1テ ンキ ー、 しか も電 話機式 なので 使いや すい

'一`.¶ 一一 受 話器芳r式が 最
(070ラ『シ手 一一〇ff:医但 ≡」劃貫れ エ込{些 竺 壬璽 塾 宣範塑1ヵセ1}豆い璽で嗅 埜(NM)一____...___....__一_.一 一一.一一一一一___一 一一_一.._一一…'一一一.一 一』 … これほ看 勧=卓 〔El万電話機 く らいのき宣壁1墜 ≧壬

輌カセラ世
一工蔓1迄1…蔓茎常 蔓僅 と』奮竺1Lj亘 竺)_一一一...一____一 一一… 一_.一、一.一一一一._一_一 …一._

:両 方あれ ば受話 器タ イプを≦鱒 ユ.Zン 壬=逆 璽璽陰」皇璽重 璽■ 台璽 よ堕 二⊇」套皇 も2」ζ皇 隻L.(9図L..一.一.一 一一_一._一一一一一一.一.一一一一._一一_.一 一_一 一一一

受 話器 を持つ こ とで 片手が 塞が って不便 だ とい うこ とはある(AM,BF,CM、EM,HF,.韮 》 一一、..

片手が塞がるので、耳で聞くより両手が空いた方が良い(SF)
「持つというのは抵抗がある(GF)

__一_一 一一一._._..一 一一一一..

両手が塞がるという点ではどちらも同じ(BF)

:押す塵 竺[三i童箪器」奎旦 当々 離曳工ヱΣ登閲に堪明金閣睦塾塗 三ζ塑壷2塵 一一一(GF)._'押している間に聞き逃す可能性がある(KM)

ボ タ ン押 し操 作のた び に受 話器の メ ッセー ジを聞 く ことが出 来な い(MF)

;受 話器 を耳か ら離 してい るうち に聞き逃 して しまう(SF)一 一一 一一....._一 一一.

:音 だけ とい うは不安 。聞 き取れな い ときがあ るL-(GF)一__一_,.__._一 一一一一一

1普段郵便局で健2.エ翌重隻』責延蚕量L全題ム内1壁耳塑至醜す麺 室.一一(IM}.一一一.

iボタンを揮レた後1三章声璽7イ=韮 △呈皇墾蔓セL壁 謬堅 ユ」回崖け」ζ一』上互墓でiiE棄一(EM)一.一…__._一 一__.一..一一

…子擁とい切のを普殴の生涌で低2工 隻上蔓Ωのコ埋レ丞タ≧のFs91隔が調 ま2τ 主墨@!凄{衷 い立ら込.(GF)_一 一

・テンキーで手の動きが小さく、ハン ドフォンの方が良いのかなという気がする(KM) …一一一一一一._.一.一.

そんなに違和感なく使えた。どちら塑堂込セ堂▲Z 一じZ■ ≧ヱ・_全理量セキニで世碧鍾 の塑皐い一一(KM)一一一一_.

.片手が奉が見危険g.ハ ン.ドセ.ットでテ≧キニ押」う.ゴ.ヤZ翫 ≧で章真互イード塑臭塾血もレ塾奉 しL.(HF)一 一_.一.一

.盲人にと芝て手匿眼.痙 か旦片壬塑羅塑倒り娃 …ま登Lイ ヤZオ ンでム工矧上!財 ン、圭二Q狙 み食わせ力外 不h(F図)一_.

:/¥ン ドブオンの翠踊器壷イヤ7オ1≧ にす登のカ1理想_(QM)..一,..._一 一.一...一 一..一.一'受話器よりヘッドフォンかイヤフォンの方が手が空くから良い(RM)
一.

1人に聞1か塾な～茎卦時嫉塁蹟器童旦1三2け左窒茎饗1す 亙_姶M)'
受話器の位置の案内がないが実際にはどうするのか(BF)

Table32-2ハ ン ドフォ ン方式の 有効性(弱 視)

郁¢性 、初 φて使用レなカ～..テレ7塗 ≧△≧圭」≧グで1慣れてIL}壷ので木匁未搭21隻 一.工望Y工E芝..____一 …一 一一一__.一.

ボタンが小さくやりにくいが、出金だけならイき≧ドフォンの方かな。 今回は触覚記号方式の方が慣れてるけど (LVTF)

層

楽です。でも本当に使うかは分からない。全部のマシンに設備蚕れ うか分からな1.L.音 声だと遅≦τ 後些人グ待2エ いるとプレッシャニ(LWF)

.イヤフォン壷挿す三り¢≧が困難なので、一塁麺器1さ1手軽i(LVVF)

出金できるので皐い。畳話器ρ)着脱郵問翠なかpた 一(LVWF)

、.これは 嫌だな 。.イ尽ン トで使p牟;ζ があ至 ζ昼 で、一実.降に 使 ラのに切 めて.(LVUM)...一 一

.分 か りづ らい。全 部闘か奉 い と.いi才な.も}レ,一せ2.カ}ち ぎ か ら全部 聞かな い とし1け基 いのは嫌 だ.(』VUM)

聞きな が ら押 せな 賎 .夏 か ら舜 轟器 を離 さな章 ㌣な らな いの で・.嫌1-..(LVUM)._.....一 一一一一_

受話器 が下 ろ しにくか った(LVUM)一 一__一..一 一.一 一...

、店頭によつては責姻 弓層 か'心配(LVVF)、
1手が塞がれるのが問題(LVVF 、LVWF)

一160一



触 覚絵 記号 と音声 ガイ ドを備 えたバ リアフリーATMの 評価

Table33-1総 合 評 価 (全盲)

総合評価 .一受箪器 を持1たな卦 翁、触 覚絵E2号 の方 を使 ラ。様 牽持 って も.られ うな ら受 話器の 方 を使 う(AM)

1触掌絵馳号マ)方炉速く鑓実で好ξ
._ハンドぞオンは携い範囲の雨誓堆作で硬いにくい.その窟嫌と、撮作後のフィードバックの良さから触覚絵記号付きタッチバネルの方が使いやすい(fM)

/1jド フ些ン方itl3耳ゆ τたり離し々 医 手が鞘 り騨 懲 タい適 だげと覧'う不安樋 喬・嘩鱒1碗 鞭 うのに幽 搾 璽 ξ.麓 望駅 使えそうだ(GF)

,タJチ ノ∫ネル1ま押す範囲が庫いので好き。受箪器タイー71ま便利ぎが、丞夕≧押レのたφに耳から離すときに聞き逃しがある(MF)
コ

i舞覚絵肥号付きタ閉チパネルの方がかな.り煙えうPハ ンドブ」 ンは両手力て塞がり.ボ タンも少さ転}4～でやりにくい_(PM)

,触覚絵記号Q付 いたATMが あれば痺うと思 う・.満星です・/¥%ド7オ ンにも章声ガイ.ドが付1もVζいて、.普 段利用しているものより泉い(LF)

、どちらち使柔うが、一二最「題g一片ヂが罪がらないので.一駐党綜記号付きタッチパネルの方が思ったより使いやすかった(JF)
1

塾難 鵬 腱 勿 邪 冬ル噸 層 塑溺 唄 卿 眺 タ・式9方 鯉 いやす・'・・㌧ンh7xン 晦 が肺 し曜 えな・1ρで誘 ま賄 用ではなく融 ボタンTヤ ・fi%の 夢 即 .(s・).

i今Qタ ッチヰでイヤ7オ ンを使り、果話器Q変 ウッにテンモーを2サ うのが理想(QM)

触覚絵翠号付きタッチバネルも奈倉に実用に耐冬るが、舞騒器の数字キーの方が使いやすい(DM)

雌 絵言己号腱 卵 邪 さル醐 鵬 く,趣 鮪 効,聯 三慣れているので・・ンドブオンの万がより戴 レτ晦 う.片ヂ峰 塑 璽 腿 一(HF)..一一.一一.

.ξこちうも使えうが・タ閉チパネル娃 手応λに不安。ハ7ド7オ ンの有効性〔ま5段 階野価の5, 一酷裳絵記号付iぎをツ沃 バさルは3か4(KM)

触雌 記号嘩 タ.ぜパネルがゆ とし'琴とlife+IN.押す鯛 邸 鯉 作1・明 勉 か伊言 スが多くなる.電騙1・慣れていう頃 肺 れば臨 器の方鞭 う{。M)

,一長「短あり送めかねうが・..一麹字押レの郡金で軍話式の方力三泉いかも.レれない(BF)1
～・ン下セ・ト閾 手が塞力{るζ～、う欠点麺 り・置 ちらζも言えないカSそ の問題ρ解 決されればハンドフォンが使いやすい(FM)

.触掌絵記号付きタ ッチパネルは、他 にtdければ使える。ハンドフォンの方は、はるかに簡単に使える(RM) 、

受話罷方式のテンキーが最高.手 を動ゆす範囲艇小さ一くτ濟む。勢覚綜記号i鎚章タッチパ事ルは手の動きが木き～、使いもiρにならないとは言わないが基本的には支持できない(NM)

iタサ パ棚 紺 聴 こない軽 ・た弘 触・τ極 礒しなか・たり・いも ∠・踏 フォンに膿 点はあるm. .學 らかという學 興 の斑 鱒(QM)一.一 一一一

1タ ・チパ ネルは操 作性 と して 蜘 ・ ハ ン ド7・2は 以 前解 陛 式 と胚 τ も良 い く⊆N).._.一 一..一 一 一 一 一一 一.一_

;タ ッチバネ ル辟押 した 感 じAtな 硫 、々ら好 きで1まないが ・勿 論使え る・で も絵 龍号よy卓 字 が良 い0ハ ≧ ド7オ7塑p玉9込 麩 ま絶対使 う(IM)

Table33-2総 合 評 価 (弱視)

総合評価
　
.:一僅い易か ったQ!ま画面を見ながらの触掌拶7番 一(LVWF)一..一.

t触覚方式が良い..聞きながら押すの1ま困難なのでハ ンドフォ≧は嫌だ.(LVUM)

ノ}ンFフ ォンは手が塞がるので}基 覚り方ヵ{自由にな?て 使いやす卦(LVWF)

1ボタンが大きいから画面タッチの方力∫阜い
r.画画タ.ッチの音声が受詰器で聞けるのヵを良い(LVTF)

:触覚P`号 対応画面を、触覚を使わず」視覚を使 って利用する .{LWF)
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第22号

Table34-1全 体 仕 様 、 そ の他 (全盲)

神奈川大学心理 ・教育研究論集

1
マシンの煎に宴2た ら.先ずカー ド撞ムか學け付鉱られる方塑臭し》(AM).

1探作上で工乏一を起三レたζきに何i…々、の～c.窯セージが坐要(BF)

1カー ドロと逗帳ロの上に庇を迫望出させる(FM)

1引き出し佳業葛ナにつ.いて考えうと、本当に今亀ρ藍窒墾師1三置眺てとΣ荏型 、て.駆使い空すい(を■{堅ソ塾」竺.輝重豊で壼憂圭ラ」三」エ墜セと、」5M)

.ATMの も、2ている全玉璽～壁趣 …使里できるようにしてほし～、..(CM)

1暗証番号入力後に壁翼を押すと塾 うことで画モ=上g#様 を硫=す ハ～き_{BF)一 一一.

...絵紀号ほか、カー ド㌧紙幣、コイ7の 入れ口のデザイ≧,撞i適び数字の起列順など還婆{ζトー紐二堪整か 必薯、一一(DM)

…電蒔其、.電 皇茸、..横並び式か混在ユ統一が必要。統一で一二蚕良いのは電韻董 一1墓」赴=).(FM)

[内部が導pて いてもユーザーにとっては異なる銀行空も統二 されて塾亙弍ラに一』二⊆ほレ塾一..(QM}

舗 内に視覚陥 者の使えるバージ・ンと鯨 ないバージ・ンとを備 趣 で.燈 財 か 諺 翌はなく全壁 墨 轄}乏墨.ラ1;(CM)

.タッチパネル方式には多くの嫌いな点がある。タッチパネル方式が良いんだ、これをどうしても世に出したいとお思いになるんだったら、

百夘 る鮒 ζし理 の勉AI壁 全囎 主麩 聾 塑 妙 ≧蝉 璽 刎 辞 迄躰 鍍 ゆ 鮒 並 塾 壁 堂 麺 ・一型廼 世に出す些 娃2て マイナi辺曳レ抽 い.{CM)

点字は僕 ら盲人の文字、.恵字は幾対必i壁。.併刷 郵 、いです級g..塾麩な班窒虫一壷施璽鐸 ζ号量付1オう丞 り一卓室壼21去亙≦き(IM)

点字を惣蚤ない人は世金生活を していない。 自分で嬰運昼や銀行!こは行かな黛陀,,哀皇壼鯉 ….塗いのは人に垂匝 隼置姿勢Qム 蓼 オー.一(KM)

.安全牲力s心配。 ものの置き場所、ム力歎字が璽かれないか、勾一 ド∴墨帳∴現全なζ塑.」f蜜ラ.前ll三撞塑堕壬ヵ三些二⊆豊エ姿iま拠 な眺塑等(BF)

iあれだけ～≦一さ一rよ って.《機械の仕極が)違 うとはΣはじφて知った(AM)

Table34-2全 体 仕 様 、 そ の 他 (弱視)

.A金 と.出傘、導帳AL/¥ができれば何とかtdる..(LVVF)

拳金存ど複雑な機能をつけるたφにお金をかけうより、引出などに練つTiiブ1Lに レ・梅雑な作葉に行愚墜出ポをンを設1ナて劃 力ま良い(」VりM)

字を大…ミ≦、コン トラス トの趣 、デザインに。レィアゥ トを舞一すべき

1通帳口
、ヵ一 ドロのランプが手.掛かりになる.(LVTF).

1通帳日、.カ「 ドロカ{予元にあると良い・手を伸1ばすと画酉を璽つてレまうカΣう

,鰍 騨 ではルーべ鞭 わず.罐 導づ啄 操作する・ATMの臨 朔 行1・さコ碑 う解 ～≒外 で卿 しτいる鯉1三廼 朔 えτ賠 翅 でルーペ!まゆ ない(LVVF)
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